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４
April

今
日
ま
さ
に
旅
立
ち
の
時

卒
業
式

卒
園
式

（
16
〜
17
ペ
ー
ジ
）

特
集

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　  

【
2
月
末
現
在
】

●
人
口
計

　
６
、６
０
２
人

　（
　
　
　

14
）

　
　
　
男

　
３
、１
７
９
人

　（
　
　
　

６
）

　
　
　
女

　
３
、４
２
３
人

　（
　
　
　

８
）

●
世
帯
数

　
３
、７
６
２
世
帯（
　
　
　

６
）

　
田
中
　
里り

梨り

ち
ゃ
ん
女（
朋
也
）摩
周
３

　
小
林

　
傳
一
さ
ん（
87
歳
）桜
丘
２
丁
目

　
髙
橋

　
幸
子
さ
ん（
88
歳
）摩
周
１
丁
目

　
田
中
つ
や
子
さ
ん（
69
歳
）字
奥
オ
ソ
ツ
ベ
ツ
原
野

　
渡
辺
　
玉
枝
さ
ん（
59
歳
）高
栄
２
丁
目

　
竹
内
　
孝
一
さ
ん（
71
歳
）中
央
１
丁
目

※ お誕生、お悔やみは、２/１～２/29に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望
された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される
方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

　
代
表
理
事
会
長

　
篠
原

　
末
治

　
様

　
▼
現
金

　
１
０
０
万
円

•
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
、持
続

可
能
な
北
海
道
農
業
の
た
め
に
も
町

の
「
地
方
創
生
」
が
不
可
欠
で
あ
る
と

の
考
え
の
も
と
、そ
の
取
り
組
み
へ
貢

献
し
た
い
た
め

ふ
る
さ
と
納
税

　
5
千
3
2
5
件

　
▼
８
千
９
百
５
十
５
万
８
千
円

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

編
集
後
記

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

毎月第３金曜日に開催！
てしかがコミュニTea
※ 詳しくは弟子屈町HPをご覧く
ださい。

地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

日々の活動
発信中！

は

じ
め
ました

！

は

じ
め
ました

！

協力隊通信
協力隊の近況を
お知らせします!

第104号

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ワイナリー事業が着々と進行中！ワイナリー事業が着々と進行中！ 昨年度を振り返って＆今年度の抱負昨年度を振り返って＆今年度の抱負
　現在、『屈斜路カルデラワイナ
リー』の開業準備を進めています。
建物が完成し、２月には醸造機械
が搬入されました。これから10月
の醸造開始に向け、製造免許の申
請中です。ワイン直売店にはテイ
スティングスペースがあり、屈斜

路湖を望む絶
好のロケーショ
ン！今年の夏に
は、町民の皆さ
まにお披露目す
る予定です。お
楽しみに！

　昨年度は出張あそびの会、てしかが
コミュニTeaを新しくスタート。着任
し始めたオレンジカフェや子育てサー
クル、もりもりひろばなど。多世代交
流の場で色んな町民の方と出会えたこ
と、新たな出会いや繋がりをそばで見
ることができ、とても幸せでした。こ
こまで企画・ 運営できたのも町民の
方々のお力添えのおかげです。ありが
とうございました。
　今年度はこれまでの多世代交流の場
を大切にしながら、メディカルハーブ
やアロマの資格を活かし、もっと心身
共に元気になるようなイベントや活動
を企画していきます！今後も皆さんと
一緒に活動していきたいと思いますの
で、引き続きよろしくお願いします！

ワイン事業
推進支援員

木
きりゅう

龍 奈
な つ こ

津子

福祉活動包括
支援員

生
いき

永
なが

絵
え

美
み

子
こ

公式チャンネル5000人突破！公式チャンネル5000人突破！
　私たちが運営する町のＹｏｕＴ

ｕｂｅの登録者数5000人突破し

ました！そして、協力隊の任期も

残り1年を切りました。最後の最

後までさまざまな情報をお届けし

ていきたいと思います！

　また冬季期間は貸切営業がメイ

ンだった弟子屈JIMBAも４月か

らは通常営業再開です。さまざま

なイベントなどを開催しますので

ぜひお越しください！引き続き、

空き家情報もお待ちしています！

ｼﾃｨプﾛﾓｰｼｮﾝ
活動支援員

川
かわかみ

上 椋
りょうすけ

輔

▼
私
事
で
す
が
、人
事
異
動
と
な
り
広
報
担

当
か
ら
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。広
報

の
編
集
に
携
わ
っ
て
か
ら
３
年
、あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。取
材
の
際
に
は
い
つ
も
快
く

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。町
内
の
節
目
を
取
材
で
き
て
本
当
に

や
り
が
い
が
あ
り
、広
報
の
経
験
を
次
の
部

署
で
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

担
当
は
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も「
広

報
て
し
か
が
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
山
野
）

▼
３
月
は
町
内
の
卒
業
式
の
取
材
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。４
月
か
ら
ま
た
新

た
な
環
境
で
、慣
れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
将
来
に
向
け
て
頑

張
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
そ
し
て
今
年
度
も
、広
報
を
担
当
さ
せ
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。昨
年
同
様
、

た
く
さ
ん
取
材
へ
行
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
杉
山
）

今月の表紙

ワイナリーの醸造室

　３月15日に行われた「弟子屈
中学校卒業式」での１コマ。
　保護者や先生が見守る中、1
人ひとり、しっかりと卒業証書
を受け取りました。

（関連記事16～17ページ）



わ
せ
た
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
設
備
整
備
。

▽
地
熱
資
源
開
発
事
業
を
行
っ
て
い
る

湯
沼
ア
ト
サ
ヌ
プ
リ
地
区
で
掘
削
し

た
３
４
０
℃
を
超
え
る
井
戸
の
発
電

事
業
な
ど
今
後
の
方
針
を
検
討
。

生
活
環
境
の
充
実
と
向
上

▼
老
朽
化
し
た
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
基
地
局
、
屈
斜
路
地
区
消
防
団
の

水
槽
付
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
。

▽
全
国
的
に
多
発
し
て
い
る
高
齢
者
を

狙
っ
た
詐
欺
や
町
内
で
の
交
通
死
亡

事
故
対
策
、
地
域
の
防
犯
対
策
や
消

費
生
活
の
安
全
を
確
保
。

▼
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
墓

や
納
骨
堂
の
継
承
管
理
が
困
難
な
方

の
た
め
、「
合
葬
墓
」
を
建
設
。

環
境
と
共
生
す
る
基
盤
の
整
備

▽
中
心
市
街
地
再
構
築
事
業
と
し
て
、

中
心
市
街
地
地
域
交
流
拠
点
複
合
施

設
の
実
施
設
計
と
着
工
。

▽
エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、

中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す

た
め
「
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。

▽
弟
子
屈
原
野
９
線
お
よ
び
奥
春
別
西

10
号
三
笠
線
防
雪
柵
新
設
工
事
を
継

続
。

▼
橋
梁
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
屈
斜

路
地
区
の
美
登
里
橋
、
仁
多
地
区
の

福
田
橋
の
改
修
工
事
を
実
施
。

▽
住
宅
環
境
充
実
の
た
め
、
緑
団
地
２

棟
８
戸
を
建
設
。

▽
民
間
住
宅
の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
と
し
て
、
住
宅
建
設
促
進
事
業
お

よ
び
民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
・
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
継
続
。

▽
活
用
で
き
る
空
き
家
の
調
査
を
継
続
、

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
の
活
用
を
推
進
。

▽
上
水
道
事
業
、
農
業
用
水
道
に
つ
い

て
、
管
路
の
耐
震
化
を
継
続
。

▽
温
泉
事
業
に
つ
い
て
、
バ
イ
ナ
リ
ー

発
電
設
備
と
連
携
し
た
配
湯
所
の
整

備
、
弟
子
屈
小
学
校
の
温
泉
暖
房
稼

働
な
ど
、
温
泉
熱
の
活
用
を
推
進
。

▽
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
耐
用
年
数

を
経
過
し
老
朽
化
し
た
弟
子
屈
浄
化

セ
ン
タ
ー
お
よ
び
汚
水
中
継
ポ
ン
プ

所
の
機
械
電
気
設
備
の
更
新
、
安
定

し
た
汚
水
処
理
の
推
進
。

▽
下
水
道
計
画
区
域
を
除
く
地
域
で
の

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部

助
成
を
継
続
。

▼
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
よ
る
、

下
水
道
事
業
会
計
の
企
業
会
計
化
。

基
幹
産
業
の
更
な
る
強
化

▽
道
営
草
地
畜
産
基
盤
整
備
事
業
弟
子

屈
地
区
の
圃
場
整
備
を
継
続
。

▽
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
に
よ
る
、

圃
場
の
機
能
回
復
の
た
め
、
幹
線
明

渠
改
修
の
事
業
着
手
。

▽
馬
鈴
薯
の
病
害
虫
対
策
、
小
麦
・
そ

ば
の
品
質
・
生
産
性
向
上
を
図
る
畑

作
生
産
基
盤
強
化
事
業
や
持
続
的
畑

作
生
産
体
系
確
立
緊
急
支
援
事
業
の

推
進
。

▽
畜
産
・
酪
農
の
生
産
性
・
収
益
力
強

化
を
目
的
と
し
た
、
和
牛
・
乳
牛
の

多
種
経
営
を
推
進
し
、
生
産
基
盤
を

強
化
。

▽
弟
子
屈
町
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ

ー
に
よ
る
、
就
農
に
向
け
た
研
修
か

ら
就
農
後
の
経
営
指
導
な
ど
、
ソ
フ

ト
・
ハ
ー
ド
一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
の

実
施
、
担
い
手
の
確
保
。

▽
摩
周
メ
ロ
ン
・
摩
周
そ
ば
・
摩
周
和

牛
の
安
定
生
産
や
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
、

流
通
対
策
や
戦
略
的
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

▼
弟
子
屈
町
特
産
品
を
創
出
す
る
た
め
、

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
の
ワ
イ
ン
醸
造
、
チ

ー
ズ
工
房
で
の
チ
ー
ズ
製
造
、
そ
れ

ぞ
れ
の
販
売
開
始
。

▽
国
や
道
の
補
助
を
有
効
に
活
用
し
た

間
伐
・
植
栽
を
適
切
に
実
施
し
、
町

有
林
お
よ
び
民
有
林
を
保
全
。

▽
森
林
環
境
譲
与
税
に
よ
る
、
道
産
木

材
の
有
効
活
用
を
計
画
的
に
推
進
。

▽
国
立
公
園
指
定
90
周
年
を
迎
え
る
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
の
記
念
事
業
実
施
。

▽
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
よ
る
川
湯
広
場
や
温
泉
街
運

営
組
織
の
構
築
、
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

整
備
な
ど
、
世
界
に
誇
る
ナ
シ
ョ
ナ

ル
パ
ー
ク
に
変
貌
を
遂
げ
る
よ
う
公

園
全
体
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
実
施
。

▽
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）

を
中
心
に
、
観
光
振
興
計
画
の
着
実

な
実
行
と
、
地
域
が
稼
ぐ
し
く
み
作

り
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
な
ど
を
行
う
た
め
の
支
援
を

実
施
。

▽
今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人

観
光
客
や
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ト
ラ

ベ
ル
の
推
進
。
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
高
付
加
価
値
な
取
り
組
み

を
実
施
。

雇
用
を
支
え
る
産
業
力
の
向
上

▼
昨
今
の
Ｄ
Ｘ
化
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
へ
と
対
応
す
る
た
め
、
商
工
会
を

中
心
と
し
た
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

デ
ジ
タ
ル
通
貨
を
導
入
。
町
外
へ
の

消
費
流
出
を
防
ぎ
地
域
内
経
済
循
環

を
促
進
。

▽
水
産
資
源
保
全
に
向
け
た
、
屈
斜
路

湖
の
魚
資
源
調
査
や
産
業
の
確
立
に

向
け
た
体
制
整
備
。

▽
国
の
制
度
を
活
用
し
た
新
た
な
雇
用

創
造
に
向
け
、
新
規
雇
用
希
望
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
。

▽
企
業
振
興
促
進
条
例
に
基
づ
く
新
た

複合施設の活用ワークショップ

活
力
・
活
気
・
雇
用
を

生
み
出
す
夢ま

ち

づ
く
り

活

3 広報てしかが 2024.4

　
本
年
は
私
が
町
政
を
お
預
か
り
し
て

６
期
24
年
目
の
集
大
成
の
年
と
な
り
ま

す
。
残
さ
れ
た
任
期
も
わ
ず
か
と
な
り

ま
す
が
、
引
き
続
き
町
政
を
前
へ
進
め

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第

６
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
は
３
年
目
と

な
り
、
４
年
間
の
前
期
実
行
計
画
と
し

て
は
折
り
返
し
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
町
民
す
べ
て
の
皆
さ
ま
が
「
豊

か
さ
」
や
「
幸
せ
」
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
町
と
な
る
よ
う
、
将
来
に
わ
た

り
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

　
昨
年
５
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
５
類
へ
移
行
し
、
様
々
な

制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
感
染
者

数
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
社
会
生
活

は
日
に
日
に
正
常
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
で
は
、
世
界
的
な
物
価
高
騰
や
円

安
も
続
い
て
お
り
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
回
復
の
兆

し
が
見
え
始
め
た
経
済
活
動
が
よ
り
活

発
に
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

と
観
光
に
つ
い
て
は
、
地
域
全
体
で
守

り
つ
つ
、
よ
り
発
展
、
成
長
す
る
よ
う

関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。
と
り
わ
け
中
心

市
街
地
再
構
築
や
川
湯
温
泉
街
の
再
生
、

ア
イ
ヌ
文
化
振
興
な
ど
は
、
引
き
続
き

最
重
点
事
業
と
し
て
進
め
ま
す
。
加
え

て
、「
て
し
か
が
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
」
を
実
現
す
る
た
め
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活
用
や
弟
子
屈
町
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
を
着
実
に
進
め
ま

す
。
ま
た
、
環
境
省
が
進
め
る
脱
炭
素

先
行
地
域
の
指
定
を
目
指
し
、
環
境
保

全
に
向
け
た
町
独
自
の
施
策
を
推
進
し

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
進
め
る
う
え

で
、
担
い
手
不
足
も
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
業
種
を
問
わ
ず
全
国
的

な
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
当
町
と
し

て
も
い
ち
早
く
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
世

代
が
安
心
、
安
全
に
生
活
を
送
れ
る
よ

う
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
充
実
に
努

め
、
高
齢
者
や
子
育
て
支
援
、
移
住
促

進
な
ど
、
人
口
減
少
対
策
を
継
続
し
ま

す
。

　
特
に
こ
れ
か
ら
の
弟
子
屈
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
は
、
地
域
で
活
躍
で
き

る
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い
た
だ
き
、

一
度
ま
ち
を
離
れ
た
と
し
て
も
、「
こ
の

ま
ち
に
戻
り
た
い
」、「
こ
の
ま
ち
で
夢

を
実
現
し
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

※
▼
（
赤
▼
）
は
新
規
事
業
と
な
り
ま

す
。

環
境
保
全
の
推
進

▽「
弟
子
屈
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」、「
弟
子
屈
町
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」の
実
践
。

▽
中
心
市
街
地
複
合
施
設
の
建
設
に
合

未
来
を
拓
く
再
生

弟
子
屈
町
が
変
わ
る

　令和６年第１回町議会定例会が３月４日から
７日まで開かれ、令和６年度予算案などが審議さ
れました。
　德永町長が行った町政執行方針と、岩原教育長
の教育行政方針の概要をお知らせします。

人
と
自
然
が
共
生

す
る
夢ま

ち

づ
く
り

環

令和６年度町政執行方針

町長　德　永　哲　雄

星野リゾート、環境省、弟子屈町の記者会見の様子
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学
び
環
境
の
充
実

▽
生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実

を
図
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

し
た
情
報
化
教
育
と
個
別
最
適
な

学
び
、
体
力
の
増
進
と
健
康
づ
く
り
、

ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
な
ど
、
学
校

と
地
域
が
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
支
え
る
教
育
を
推
進
。

▼
地
域
連
携
校
と
な
る
弟
子
屈
高
等
学

校
は
、
都
市
部
か
ら
地
方
へ
の
高
校

進
学
が
可
能
に
な
る
「
地
域
み
ら
い

留
学
」
制
度
を
活
用
し
、
町
外
か
ら

の
生
徒
募
集
を
進
め
て
い
く
全
国
募

集
活
動
を
展
開
、
地
域
が
学
校
を
支

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を

活
性
化
。

▼
小
中
学
校
の
保
健
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
先
行
し
、
他
の
教
室
へ
の
設

置
も
計
画
、
夏
休
み
期
間
の
延
長
や
、

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
の
発
令
に
対

応
。

生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
の
継
承

▽
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
幅
広
い

学
習
機
会
を
提
供
、
拠
点
施
設
と
な

る
公
民
館
の
計
画
的
な
整
備
な
ど
、

生
涯
学
習
推
進
体
制
を
強
化
。

▽
心
身
の
健
康
や
生
き
が
い
づ
く
り
の

た
め
、
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
機
会
の
拡
充
と
環
境
整
備
。

▽
ふ
る
さ
と
歴
史
館
や
、
改
修
を
予
定

し
て
い
る
ア
イ
ヌ
民
族
資
料
館
は
、

本
町
特
有
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る

施
設
と
し
て
、
学
芸
員
講
座
の
開
催

や
北
海
道
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
専

門
機
関
、
組
織
と
の
連
携
、
協
働
な

ど
、
よ
り
一
層
の
利
活
用
。

協
働
の
推
進

▽
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
を
積
極
的

に
登
用
し
、
地
域
づ
く
り
に
必
要
と

す
る
人
材
を
町
外
か
ら
募
り
、
定
住

ま
で
を
見
据
え
た
活
動
支
援
を
継
続
。

▽
町
民
以
外
の
人
と
の
繋
が
り
、
人
が

人
を
呼
ぶ
好
循
環
を
生
み
だ
す
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
地
域
の
魅
力

な
ど
の
情
報
発
信
。

交
流
の
推
進

▽
自
治
会
が
行
う
各
種
活
動
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
活
用
を
支
援
し
、

自
治
会
の
加
入
率
向
上
を
推
進
。

▽
鹿
児
島
県
日
置
市
と
の
姉
妹
都
市
交

流
を
継
続
。
盟
約
50
年
周
年
に
向
け

た
交
流
計
画
の
検
討
。

▽
移
住
相
談
や
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

な
ど
の
取
り
組
み
を
推
進
。
交
流
人

口
及
び
関
係
人
口
の
拡
大
が
移
住
に

つ
な
が
る
よ
う
当
町
の
魅
力
を
情
報

発
信
。

▼
本
町
出
身
者
な
ど
の
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

の
加
速
、
町
外
か
ら
の
若
者
の
定
住

促
進
や
働
き
手
不
足
の
解
消
を
図

る
た
め
、
奨
学
金
を
償
還
し
な
が
ら

働
く
町
内
在
住
の
若
年
層
に
対
し
て
、

償
還
し
た
奨
学
金
を
補
助
す
る
支
援

制
度
を
新
設
。

▽
人
権
相
談
窓
口
の
開
設
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
人
権
教
室
な
ど
を
開
催
し
、

人
権
意
識
の
啓
発
を
推
進
。

▽
北
方
領
土
返
還
運
動
や
戦
没
者
慰
霊

事
業
を
通
し
平
和
へ
の
取
り
組
み
を

推
進
。

安
定
し
た
行
財
政
運
営

▽
各
種
研
修
や
人
事
評
価
制
度
の
充
実
。

▽
職
員
間
の
連
携
を
密
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
、
資
質
の
向
上
、
自
治
会

な
ど
を
通
じ
た
町
民
と
の
つ
な
が
り

の
構
築
な
ど
、
組
織
及
び
個
人
の
育

成
。

▽
町
税
の
適
切
な
課
税
、
電
子
申
告
や

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
な
ど
、
さ
ら

な
る
納
税
者
の
利
便
性
向
上
。

▽
効
果
的
な
滞
納
整
理
に
よ
る
公
平
な

税
負
担
の
実
現
。
自
主
財
源
で
あ
る

税
収
の
確
保
。

▽
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
の
充
実
と
、

寄
付
者
へ
の
情
報
発
信
。

住
民
と
行
政
の
新
た
な

架
け
橋
づ
く
り

▽
広
報
て
し
か
が
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
充
実
の
た
め
広
報
モ
ニ
タ
ー
制

度
を
継
続
。

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
基
に
し
た
、

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
各

種
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
を

継
続
、
利
用
者
目
線
に
立
っ
た
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
デ
ジ

タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
を
推
進
。

豊
か
な
心
を
育
て
、

文
化
を
大
切
に
す
る

夢
ま
ち

づ
く
り

育

行
動
す
る
人
を
育

て
る
夢ま
ち

づ
く
り

人

誰
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る

夢ま
ち

づ
く
り

公

　現
在
の
任
期
４
年
間
の
う
ち
約
３

年
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
努
め
ま
し
た
。こ
の
間
、

町
民
の
皆
さ
ま
と
一
致
団
結
し
、
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　今
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
経
済
に

一
日
で
も
早
く
戻
す
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
さ
ら
な
る
産
業
な
ど
の
発
展

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。こ
の
３
年
間
、
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
た
議
員
の
皆
さ
ま
、
町

民
の
皆
さ
ま
に
、改
め
て
、感
謝
申
し

上
げ
、
さ
ら
な
る
お
力
添
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

姉妹都市盟約締結40周年記念式典
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な
事
業
所
や
宿
泊
施
設
の
誘
致
。

▼
町
内
宿
泊
施
設
や
ゴ
ル
フ
場
の
老
朽

化
し
た
設
備
の
更
新
や
防
災
機
能
強

化
な
ど
に
対
し
て
の
支
援
を
実
施
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
と
医
療
の
充
実

▽
「
元
気
て
し
か
が
21
」
を
基
本
に
、

特
定
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
の
受
診

率
向
上
を
推
進
。

▽
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
対
策
の

一
環
と
し
て
若
年
世
代
の
健
診
受
診

の
定
着
化
に
向
け
、
30
歳
代
特
定
健

診
や
満
40
歳
特
定
健
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
交
付
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
を

早
期
に
発
見
、
重
症
化
予
防
を
推
進
。

▽
自
殺
者
減
少
の
た
め
「
い
の
ち
支
え

る
弟
子
屈
町
自
殺
対
策
計
画
」
に
基

づ
き
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会
や

自
殺
予
防
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講

座
を
開
催
。

▽
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
老
朽
化
し

た
設
備
や
医
療
機
器
の
更
新
な
ど
、

中
核
と
な
る
摩
周
厚
生
病
院
へ
の
支

援
を
継
続
。

▽
「
北
海
道
地
域
医
療
構
想
」
を
見
据

え
な
が
ら
、
本
町
の
実
情
に
あ
っ
た

病
床
機
能
へ
の
見
直
し
を
厚
生
連
と

協
議
。

▽
摩
周
厚
生
病
院
の
常
勤
医
師
４
名
体

制
、
老
朽
化
し
た
設
備
や
医
療
機
器

更
新
へ
の
支
援
を
継
続
。

▽
個
別
接
種
へ
移
行
予
定
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
接
種
。

▽
生
後
１
〜
５
歳
ま
で
の
乳
幼
児
対
象

の
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
」
予
防
接
種
費

用
の
一
部
、
風
し
ん
抗
体
価
検
査
や

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

助
成
、
各
予
防
接
種
の
勧
奨
を
継
続
。

▼
帯
状
疱
疹
の
発
症
予
防
、
重
症
化
予

防
の
た
め
、
新
た
に
帯
状
疱
疹
ワ
ク

チ
ン
を
助
成
。

子
育
て
・
福
祉
環
境
の
充
実

▽
地
域
全
体
で
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
団
体

や
地
域
住
民
と
と
も
に
、
支
え
合
い

体
制
の
充
実
と
人
材
の
確
保
、
育
成

に
努
め
、
円
滑
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

提
供
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
。

▽
生
活
困
窮
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
が
、
自
立
し
安
定
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
支
援
を
実
施
。

▼
老
朽
化
し
て
い
る
屈
斜
路
コ
タ
ン
生

活
館
や
コ
タ
ン
共
同
浴
場
は
、
多
機

能
型
生
活
館
と
し
て
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
を
建
設
し
、
コ
タ
ン
地

域
の
生
活
機
能
や
ウ
タ
リ
郷
土
自
然

公
園
地
域
の
魅
力
を
向
上
。

▽
子
育
て
に
関
す
る
施
策
の
見
直
し
と
、

「
子
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

改
訂
。

▽
妊
婦
の
不
安
解
消
を
図
る
た
め
、
産

前
、
産
後
ケ
ア
事
業
と
産
前
、
産
後

サ
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続
し
伴
奏
型
相

談
支
援
を
強
化
。

▼
保
険
適
用
さ
れ
た
不
妊
治
療
の
自
己

負
担
分
を
一
部
助
成
。

▽
赤
ち
ゃ
ん
す
く
す
く
応
援
券
交
付
事

業
を
継
続
。

▼
従
来
の
医
療
費
実
質
無
料
化
を
、
新

た
に
医
療
機
関
窓
口
負
担
０
円
と
す

る
「
こ
ど
も
医
療
費
無
償
化
」
を
実

施
。

▽
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料

と
副
食
費
を
完
全
無
償
化
。

▼
川
湯
保
育
園
新
園
舎
の
供
用
開
始
と

給
食
提
供
を
充
実
。

▽
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
へ
の
施
設

運
営
な
ど
に
対
す
る
支
援
を
継
続
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
た
め
、
園

舎
増
改
築
に
向
け
た
実
施
設
計
。

▽
地
域
で
子
供
た
ち
を
見
守
り
育
て
る

た
め
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員

の
研
修
の
充
実
、
学
校
と
の
連
携
を

強
化
。

▼
令
和
５
年
の
記
録
的
猛
暑
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご

せ
る
環
境
を
提
供
す
る
た
め
、
認
定

こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
や
２
ヵ
所
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
こ
ど
も
支
援
セ

ン
タ
ー
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
。

▽
こ
ど
も
食
堂
な
ど
、
官
民
一
体
と
な

っ
た
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
推

進
事
業
」
へ
の
支
援
を
継
続
。

▽
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
保
健
師
、

保
育
士
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
環

境
変
化
に
よ
る
孤
立
や
不
安
を
抱
え

る
世
帯
へ
の
積
極
的
な
訪
問
、
マ
マ

友
の
輪
を
広
げ
育
児
不
安
の
リ
ス
ク

を
解
消
。

▽
児
童
虐
待
事
案
に
つ
い
て
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
痛
ま
し
い

事
案
発
生
を
未
然
に
防
止
。

▽
高
齢
者
の
生
活
全
般
の
包
括
的
で
継

続
的
な
支
援
を
行
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
。

▽
高
齢
者
の
総
合
相
談
支
援
体
制
と
支

え
あ
い
活
動
支
援
の
充
実
。

▽
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
な
ど
に
掲

げ
た
各
種
施
策
を
推
進
。

▽
福
祉
用
具
の
給
付
や
相
談
支
援
な
ど

の
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
障
が

い
の
あ
る
方
が
地
域
で
自
立
し
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
社
会
参
加
支

援
と
相
談
支
援
体
制
を
充
実
。

▽
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

利
用
児
へ
の
手
厚
い
療
育
支
援
の
実

施
、
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
児

童
は
早
期
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
町

内
教
育
機
関
・
関
係
機
関
と
情
報
共

有
す
る
と
と
も
に
、
成
長
発
達
に
つ

な
が
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
。

▽
要
支
援
認
定
者
な
ど
が
、
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
を
実

施
。

▽
介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
を
継

続
、
各
サ
ポ
ー
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
育
成
。

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
夢ま

ち

づ
く
り

暮

川湯保育園の新園舎
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④
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進

▼
探
究
的
な
学
び
の
一
体
的
な
充
実
を

図
る
た
め
、
各
小
中
高
等
学
校
の
学

習
内
容
を
共
有
・
整
理
。

▼
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
「
弟
子
屈

探
究
」
を
系
統
性
の
視
点
か
ら
見
直

し
、
扱
う
学
習
内
容
を
意
図
的
・
計

画
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
支
援
。

▼
姉
妹
都
市

中
学
生
交

流
事
業
が
、

生
徒
に
と

っ
て
生
涯

に
わ
た
っ

て
貴
重
な

体
験
と
な

る
よ
う
、

入
念
に
準

備
。

⑤
特
別
支
援
教
育
の
充
実

▼
「
特
別
支
援
教
育
推
進
会
議
」
を
通

し
た
各
学
校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
の
定
期
的
な
情
報

共
有
。

▼
こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
・
川
湯

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う

な
ど
、
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

に
よ
る
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
。

▼
各
種
研
修
会
に
よ
り
、
今
日
的
な
課

題
に
つ
い
て
共
通
理
解
と
具
体
的
な

対
応
の
仕
方
の
学
習
。

⑥
高
等
学
校
へ
の
支
援

▼
全
国
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
入
学
が
可

能
と
な
っ
た
弟
子
屈
高
校
へ
の
支
援
。

▼
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
「
弟
子
屈
高
校

の
教
育
を
支
え
る
会
」
と
、
地
域
と

の
繋
が
り
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
と
の
協
働
。

▼
地
域
の
魅
力
や
諸
課
題
を
考
察
す
る

弟
子
屈
探
究
や
、
基
礎
的
な
読
む
力

を
は
か
る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル

テ
ス
ト
」
な
ど
学
力
向
上
の
支
援
と

人
材
育
成
。

▼
「
弟
子
屈
高
校
流
の
大
学
進
学
や
各

種
就
職
な
ど
を
果
た
せ
る
学
習
環
境
」

と
し
て
公
設
民
営
塾
の
継
続
と
、
保

護
者
・
高
校
と
の
連
携
強
化
。

▼
「
地
域
み
ら
い
留
学
」
制
度
の
活
用

に
よ
る
、
都
市
部
を
中
心
と
す
る
町

外
か
ら
の
生
徒
募
集
と
、
入
学
者
が

安
心
し
て
生
活
で
き
る
受
入
体
制
等

の
整
備
・
検
討
。

⑦
教
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と

　
働
き
方
改
革
の
推
進

▼
「
学
び
続
け
る
教
師
の
姿
」
の
実
現

に
向
け
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
研
修

や
初
任
段
階
教
員
を
対
象
と
し
た
研

修
の
実
施
と
、
教
員
の
資
質
・
能
力

の
向
上

▼
弟
子
屈
町
教
育
研
究
所
と
連
携
に
よ

る
効
果
的
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利
活
用

に
対
応
し
た
研
修
開
催
な
ど
、
教
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
向
上
。

▼
働
き
方
改
革
の
推
進
に
向
け
た
定
時

退
勤
日
の
設
定
や
学
校
行
事
の
見
直

し
・
精
選
、
勤
務
状
況
の
公
表
や
分

析
。

▼
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け

た
教
職
員
や
児
童
生
徒
な
ど
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
分
析
、
学
校
現
場
に
お
け

る
課
題
解
決
に
向
け
た
協
議
の
推
進
。

学
校
教
育
環
境
の
充
実

①
学
校
教
育
環
境
の
整
備

▼
児
童
生
徒
が
快
適
な
環
境
の
中
で
学

習
で
き
る
よ
う
、
各
学
校
へ
の
エ
ア

コ
ン
の
計
画
的
な
整
備
、
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
と
き
の

対
応
、
夏
休
み
の
拡
大
な
ど
、
様
々

な
措
置
を
推
進
。

▼
学
校
施
設
の
改
修
の
計
画
的
な
実
施
。

▼
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
効
率
的
な
校
務
を
進

め
る
上
で
欠
か
せ
な
い
パ
ソ
コ
ン
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
更
新
。

▼
デ
ジ
タ
ル
時
代
に
即
し
た
学
校
図
書

や
教
材
教
具
の
一
層
の
充
実
。

②
通
学
体
制
の
確
保

▼
遠
距
離
通
学
の
児
童
生
徒
の
安
全
を

第
一
と
し
た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安

全
・
安
定
運
行
。

▼
通
学
路
に
お
け
る
安
全
対
策
点
検
に

基
づ
い
た
改
善
・
対
策
の
取
組
み
に

よ
る
安
全
な
通
学
路
の
確
保
。

▼
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
の
確
保
と
登

下
校
を
見
守
る
交
通
指
導
員
や
子
ど

も
サ
ポ
ー
ト
隊
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

で
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
見
守
る
体

制
の
維
持
。

③
教
職
員
住
宅
の
整
備

▼
教
職
員
住
宅
に
お
け
る
合
併
浄
化
槽

の
設
置
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
、
住

環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
の
計
画
的

な
整
備
。

▼
老
朽
化
が
著
し
く
、
居
住
に
適
さ
な

い
住
宅
の
計
画
的
な
解
体
。

④
保
護
者
負
担
の
軽
減

▼
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
学
用
品
費

な
ど
の
負
担
が
困
難
な
家
庭
に
対
す

る
就
学
援
助
制
度
の
継
続
。

▼
学
校
給
食
の
高
校
生
ま
で
の
無
償
提

供
、
学
校
教
材
費
の
一
部
負
担
、
新

入
学
児
童
へ
の
祝
品
支
給
の
継
続
。

▼
奨
学
金
の
償
還
期
間
の
延
長
に
よ
る

負
担
軽
減
。

▼
１
年
以
上
町
内
に
居
住
す
る
若
年
層

に
対
す
る
奨
学
金
の
償
還
支
援
と
定

住
促
進
。

⑤
学
校
給
食
の
充
実

▼
栄
養
教
諭
や
町
の
管
理
栄
養
士
等
に

よ
る
食
の
大
切
さ
や
食
文
化
な
ど
、

食
育
指
導
、
調
理
実
習
な
ど
の
充
実
。

▼
調
理
作
業
や
搬
送
中
に
お
け
る
衛
生

管
理
の
徹
底
に
よ
る
安
心
・
安
全
で

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
お
い
し
い

給
食
の
提
供
。

▼
地
場
産
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
摩
周
メ

ロ
ン
、
チ
ー
ズ
な
ど
本
町
の
優
れ
た

食
材
の
活
用
。

生
涯
学
習
の
推
進
と

文
化
の
継
承

　
急
速
な
変
化
を
続
け
る
現
代
社
会
に

お
い
て
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
は
、
住
民
が
自
発
的
に

地
域
活
動
へ
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
「
第
８
次
弟
子
屈
町
社
会

教
育
中
期
計
画
」
に
基
づ
き
、
町
民
が

主
体
と
な
っ
て
健
康
や
趣
味
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
を
行
っ

て
い
く
環
境
を
整
え
、
相
互
の
結
び
つ

き
の
中
で
地
域
教
育
力
が
充
実
す
る
よ

う
な
取
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
強
化

▼
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
不
可
欠
な
中
で
、

仲
間
と
集
い
、
健
康
で
活
力
あ
る
生
活

が
送
れ
る
よ
う
「
生
き
が
い
講
座
」
な

ど
各
種
事
業
を
実
施
。

②
公
民
館
の
施
設
整
備
と

　
活
動
の
充
実

▼
普
段
、
本
町
で
は
体
験
で
き
な
い
芸

姉妹都市である日置市の生徒との交流事業
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教育長 岩　原　勝　行

　
令
和
元
年
12
月
に
、
初
め
て
感
染
者

が
確
認
さ
れ
て
以
降
、
世
界
中
で
猛
威

を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
、
国
内
で
は
、
昨
年
５
月
に
感

染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
２
類
相
当
か

ら
５
類
と
な
り
、
以
前
の
生
活
が
段
々

と
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
防
止
対
策
が
取
ら

れ
て
き
た
学
校
現
場
で
も
、
運
動
会
や

学
習
発
表
会
な
ど
多
く
の
行
事
で
、
保

護
者
や
地
域
の
方
々
も
制
限
な
く
参
観

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
社
会
教
育
に
お
い
て
も
、
公
民

館
講
座
を
は
じ
め
各
種
の
事
業
を
予
定

ど
お
り
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
道
内
全
域
で
発
令
さ
れ
た

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
や
、
長
引
く
物

価
高
騰
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
町
の
教

育
目
標
で
あ
る
「
学
校
、
家
庭
、
地
域

社
会
が
連
携
し
、
ふ
る
さ
と
を
創
る
人

校
活
動
を
展
開
。

▼
小
学
校
と
中
学
校
と
が
一
体
と
な
っ

た
有
機
的
な
学
校
運
営
。

②
確
か
な
学
力
の
か
ん
養
と

　
情
報
化
教
育
の
強
化

▼
確
か
な
学
力
の
か
ん
養
と
情
報
化
教

育
へ
の
対
応
が
重
要
。

▼
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
や

「
弟
子
屈
町
学
力
調
査
」
の
継
続
的
な

実
施
。

▼
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
の
的
確
な
把

握
と
、
学
力
向
上
プ
ラ
ン
の
策
定
に

よ
る
検
証
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
。

▼
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
効
果
的
な
利
活
用
に

よ
る
「
個
別
最
適
な
学
び
」「
協
働
的

な
学
び
」
の
一
体
的
な
充
実
と
、
学

習
者
視
点
で
の
授
業
改
善
。

▼
玉
川
大
学
の
協
力
の
も
と
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
教
職
員

向
け
の
研
修
会
に
よ
り
、
外
国
語
教

育
の
充
実
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
育
成
。

③
心
身
の
健
康
づ
く
り

▼
フ
ッ
化
物
洗
口
の
再
開
に
よ
る
歯
や

口
腔
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
。

▼
「
新
体
力
テ
ス
ト
」
に
よ
る
児
童
生

徒
の
体
力
状
況
の
把
握
と
、
体
育
エ

キ
ス
パ
ー
ト
教
員
を
活
用
し
た
体
育

の
授
業
改
善
に
よ
る
体
力
向
上
。

▼
い
じ
め
実
態
調
査
や
教
育
相
談
な
ど

を
通
し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、
組

織
的
な
対
応
。

▼
各
校
の
「
い
じ
め
根
絶
に
向
け
た
取

組
み
」
や
「
い
じ
め
撲
滅
サ
ミ
ッ
ト
」

な
ど
に
よ
る
、「
い
じ
め
は
絶
対
に
許

さ
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
の
醸
成
。

▼
幼
小
連
携
・
小
中
連
携
に
よ
る
不
登
校

予
防
と
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

養
護
教
諭
な
ど
へ
の
相
談
に
よ
る
未
然

防
止
と
児
童
生
徒
へ
の
適
切
な
支
援
。

を
育
む
」
の
具
現
化
に
向
け
、「
第
６
次

弟
子
屈
町
総
合
計
画
」
や
「
第
３
次
弟

子
屈
町
教
育
推
進
基
本
計
画
」
に
沿
っ

て
、
計
画
的
に
教
育
行
政
を
推
進
し
て

い
く
と
と
も
に
、
様
々
な
課
題
に
も
し

っ
か
り
と
向
き
合
い
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

学
び
環
境
の
充
実

　
現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
多
様
な

人
々
と
の
関
わ
り
か
ら
、
主
体
的
に
考

え
行
動
す
る
「
生
き
る
力
」
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
理
念
の
実
現
に
向
け
、
探
究

的
な
学
び
を
通
し
て
、
心
豊
か
で
持
続

可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
し
て
の
意
識

の
醸
成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
、「
令
和
の
日
本
型

学
校
教
育
」
の
構
築
と
学
習
指
導
要
領

の
確
実
な
実
施
を
図
る
と
と
も
に
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
を
よ

り
一
層
進
め
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
を
全
力

で
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
の
充
実

①
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
簡
単
に
情
報
を
や
り

取
り
で
き
る
現
代
社
会
で
、
学
校
が

保
護
者
や
地
域
か
ら
身
近
で
信
頼
さ

れ
続
け
て
い
く
た
め
の
情
報
発
信
。

▼
学
校
行
事
や
教
育
活
動
な
ど
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
だ
よ
り
に
よ
り
、

正
し
く
即
時
性
の
あ
る
情
報
を
提
供
。

▼
地
域
が
学
校
運
営
を
支
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
に
よ
る
特
色
を
活
か
し
た
学
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　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証自主返納した高齢者の方などが、
マイカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。
▶交付対象者
　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　•本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　•町税などを滞納していない方
　•弟子屈町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　　※運転免許証を自主返納した日から１年以内に申請が必要です。
▶交付されるもの
　•阿寒バス回数券　•摩周ハイヤー乗車券　•摩周湖スタンプ商品券
　※この中から合計２万円分を交付します。
▶申請方法
　役場環境生活課に次の必要書類を提出してください。
　• 本人であることが確認できる書類
　　（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証・マイナンバーカードなど）
　•印鑑
　•申請による運転免許証の取り消し通知書
　　※申請後、２週間程度で本人に通知します。

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２-２９３４（課直通）

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付

弟子屈町運転免許証返納支援事業

問い合わせ先／役場まちづくり政策課ふるさと納税推進係☎４８２‐２９２３（課直通）

　町では、まちの価値向上や魅力を積極的に伝えるとともに、本町を応援していた
だける方を増やすことを目的に、現在の返礼品を更に充実させるための協力事業者
を募集します。
　応募される場合は下記の日時までに「応募用紙」を提出して下さい。なお、返礼
品はモノだけではなく、宿泊、体験などのサービスも可能ですが応募には条件があ
りますので事前にご確認ください。

●応募用紙・配布場所／役場まちづくり政策課、川湯支所、摩周湖観光協会に用意しています。
　　　　　　　　　　町ホームページからもダウンロードできます。
　　　　　　　　　　希望者にメール送信いたします。
●応 募 受 付 日 時／４月11日㈭12時までメール送信
　　　　　　　　　 （furusato_teshikaga@town.teshikaga.hokkaido.jp）
　　　　　　　　　　　※都合が合わない場合は問い合わせ先までご連絡ください。
●採用の可否は「ふるさと納税返礼品審査会」で決定します。
●お問い合わせ先　役場　まちづくり政策課　ふるさと納税推進係　482-2923
● 既に返礼品協力事業者となられている方は、あらためての応募は不要ですが、返礼品を変更、追
加される場合のみ応募をお願いします。

HPはこちらから
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術
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
よ
り
一

層
学
習
意
欲
を
喚
起
さ
せ
る
公
民
館

講
座
を
実
施
。

▼
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

が
集
う
施
設
と
し
て
、
安
心
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
、
老
朽
化
対
策
な
ど
、

環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
。

③
図
書
館
施
設
の
活
用
と
充
実

▼
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
蔵
書
の
整
備
や
各
種
情

報
の
提
供
な
ど
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
。

▼
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
促
進
す
る
た

め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
と
の

協
働
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
や
、「
第
３

次
弟
子
屈
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」
の
具
現
化
に
向
け
た
取
組
み

の
推
進
。

▼
新
た
な
図
書
館
が
含
ま
れ
る
複
合
施

設
へ
の
円
滑
な
移
転
に
向
け
た
準
備
。

青
少
年
の
健
全
育
成

①
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進

▼
子
ど
も
の
生
き
る
力
を
育
む
た
め
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
と
協
働
に
よ
る
家
庭

教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
。

▼
学
校
と
地
域
が
相
互
に
連
携
・
協
働

す
る
「
地
域
学
校
協
働
活
動
」
の
推

進
。

②
青
少
年
育
成
活
動
の
推
進

▼
青
少
年
の
広
い
視
野
を
養
う
た
め
、

未
来
こ
ど
も
協
議
会
と
連
携
し
た
Ｊ

Ｒ
の
乗
車
体
験
の
実
施
。

▼
次
世
代
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
た
め
、
少
年
の
主
張
や
各
種
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

の
奨
励
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①
住
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

▼
ス
ポ
ー
ツ
に
興
味
関
心
を
持
つ
環
境

づ
く
り
に
向
け
た
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
や
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
講
演
会
の
開
催
。

▼
大
学
駅
伝
チ
ー
ム
に
加
え
社
会
人
駅

伝
チ
ー
ム
も
合
宿
。
今
後
も
合
宿
誘

致
委
員
会
や
関
係
各
所
と
連
携
し
た

合
宿
環
境
の
向
上
と
新
規
チ
ー
ム
へ

の
誘
致
活
動
を
展
開
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
振
興
に
向
け
、

本
町
で
開
催
さ
れ
る
大
小
合
わ
せ
て

数
多
く
の
大
会
に
対
す
る
積
極
的
な

支
援
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
の
継
続
授
与
に
よ
る
、

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
。

②
ス
ポ
ー
ツ
団
体
組
織
の
充
実

▼
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
て

い
る
摩
周
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
対
す
る
支
援
の
継

続
。

▼
昨
今
の
物
価
上
昇
を
考
慮
し
た
、
全

道
・
全
国
大
会
出
場
者
に
対
す
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金
の
交
付
基
準
の

見
直
し
。

▼
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
の
地
域
移

行
に
向
け
た
受
け
皿
と
な
り
得
る
団

体
や
指
導
者
の
検
討
と
、
円
滑
な
移

行
に
向
け
た
協
議
。

③
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用

▼
修
武
館
内
窓
改
修
の
最
終
工
事
な
ど
、

老
朽
化
の
進
む
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利

用
環
境
の
改
善
。

▼
学
校
の
体
育
館
を
利
用
す
る
学
校
開

放
事
業
の
継
続
に
よ
る
、
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
む
機
会
の
確
保
。

▼
プ
ー
ル
の
複
合
施
設
移
転
に
係
る
各

種
検
討
の
実
施
。

文
化
・
芸
術
の
継
承

①
文
化
活
動
の
推
進

▼
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
の
た
め
、
文

化
協
会
や
総
合
文
化
祭
の
開
催
に
対

す
る
継
続
的
な
支
援
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
同
様
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
の
文
化
振
興
助
成
制

度
交
付
基
準
の
見
直
し
。

▼
本
町
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

に
対
す
る
文
化
賞
の
授
与
の
継
続
。

▼
地
域
文
化
継
承
の
た
め
の
郷
土
芸
能

の
保
存
伝
承
活
動
に
対
す
る
支
援
の

継
続
。

②
文
化
芸
術
環
境
の
充
実

▼
幼
児
・
児
童
生
徒
・
一
般
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
世
代
に
合
っ
た
芸
術
鑑
賞

機
会
の
提
供
。

▼
質
の
高
い
文
化
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機

会
を
提
供
す
る
た
め
の
近
隣
市
町
村

で
開
催
さ
れ
る
各
種
公
演
へ
の
バ
ス

運
行
事
業
の
継
続
。

文
化
財
の
適
切
な

保
全
と
活
用

①
地
域
の
歴
史
の
保
全
と
活
用

▼
複
合
展
示
施
設
ふ

る
さ
と
歴
史
館
開

設
と
と
も
に
配
置

と
な
っ
た
学
芸
員

に
よ
る
、
膨
大
な

資
料
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
、

学
芸
員
講
座
や
学
校
へ
の
出
前
授
業

な
ど
積
極
的
な
活
動
の
展
開
。

▼
本
町
の
歴
史
の
保
全
と
活
用
に
向
け

た
、
て
し
か
が
郷
土
研
究
会
と
の
本

格
的
な
協
働
活
動
の
取
組
み
や
、
町

内
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
施
設
合
同
誘
客
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
。

②
文
化
財
の
保
護
と
伝
承

▼
町
指
定
の
文
化
財
で
あ
る
仁
多
及
び

鐺
別
の
獅
子
舞
と
屈
斜
路
湖
の
「
マ

リ
ゴ
ケ
」
の
伝
承
活
動
に
対
す
る
支

援
や
現
況
調
査
の
実
施
。

▼
郷
土
芸
能
と
し
て
半
世
紀
以
上
に
わ

た
り
地
域
が
守
り
続
け
て
い
る
「
川

湯
ば
や
し
」
な
ど
、
新
た
な
文
化
財

指
定
に
向
け
た
、
文
化
財
専
門
委
員

や
関
係
者
と
の
検
討
の
推
進
。

③
民
族
資
料
館
の
保
全
と
活
用

▼
ア
ー
カ
イ
ブ
化
事
業
で
得
た
歴
史
的

地
域
資
源
を
基
に
、
史
実
を
活
か
し

た
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
や
平
面
計
画
な

ど
、
屈
斜
路
コ
タ
ン
ア
イ
ヌ
民
族
資

料
館
改
修
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策

定
。

▼
北
海
道
大
学
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
資
料
館

の
基
本
計
画
策
定
や
屈
斜
路
コ
タ
ン

周
辺
の
遺
構
調
査
、
文
化
継
承
の
た

め
の
人
材
育
成
の
取
組
み
な
ど
、
本

町
の
ア
イ
ヌ
文
化
の
推
進
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
成
長
と
、
町
民
皆
様
の
活
気

と
潤
い
に
満
ち
た
生
涯
学
習
社
会
の
創
造

を
目
指
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
は
も
と

よ
り
、
関
係
機
関
・
関
係
団
体
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
本
町
教
育
の
一
層
の
充

実
・
発
展
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

歴史を学べる学芸員講座
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総務費
  520,458万円
　　【32.4％】

民生費
209,988万円
【13.1％】

　公債費
113,331万円
  【7.1％】

商工費
278,545万円
【17.4％】

 給与費
88,462万円
　  【5.5％】

　  土木費
 117,382万円
  【7.3％】

歳 出 総 額
160億3,900万円

衛生費
87,910万円【5.5％】

教育費
73,842万円【4.6％】

農林水産業費
53,626万円【3.3％】

消防費
50,640万円【3.2％】

議会費
7,822万円【0.5％】

その他 
1,894万円【0.1％】

□その他内訳 ・予備費 1,200万円
・労働費   692万円
・災害復旧費 1万円
・諸支出金   1万円

町債残高(一般会計）

基金の(町の貯金)残高の推移

町債残高(令和６年度特別会計）

４年度 温泉事業

水道事業

下水道事業

５年度
（見込み）

６年度

62億
8,800万円

99億
2,000万円

５億
9,900万円

７億
2,200万円

83億
2,200万円

７億
6,600万円

令和４年度末
※令和５年度の町債残高と基金残高については、３月時点での予算額を反映しております。

令和５年度(予算) 令和６年度(予算)

５億

０

40億

20億

60億

80億

100億
財政調整基金

10億 15億０

2億2,600万円90億4,300万円

7億2,400万円100億3,300万円

103億600万円 10億4,100万円
（見込み）

その他基金 繰入金

0 50億 100億

・予算に関するお問い合わせ先
役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）まで

生費は前年度比18.3％の減で、川湯
保育園整備事業の減によるものです。

衛生費は前年度比82％の増で、中央源泉揚湯
発電設備工事の増によるものです。労働費
は前年度比52.0％の減で、地域雇用活性化推
進事業の減によるものです。農林水産業費は
前年度比31.6％の減で、ワイナリー建設事業
やチーズ製造拠点整備事業の減によるもので
す。商工費は前年度比131％の増で、構造試
錐井掘削調査業務の増と川湯温泉廃屋撤去事
業の減によるものです。

民

一般会計予算

歳出

　町の財政状況を詳しくお知らせする

ため、総務省が示した統一的な基準に

基づく財務諸表（貸借対照表、行政コス

ト計算書、純資産変動計算書、資金収支

計算書）を作成しています。内容につい

ては町ホームペー

ジや役場まちづく

り政策課で閲覧で

きます。
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依
存
財
源

　　
　
　
　

　
　 自
主
財
源 

道支出金
47,761万円【3.0％】

地方交付税
  391,000万円
　　　【24.4％】

その他

町債
130,810万円
【8.2％】

寄附金
450,013万円
【28.1％】

国庫支出金 
 102,674万円
  【6.4％】

使用料及び手数料
20,012万円【1.2％】

その他
126,996万円【7.9％】
□その他内訳
　▼自主財源　　90,976万円

・財産収入　　　　　　　 2,292万円
・繰入金　　　　　　　　72,184万円
・繰越金　　　　　　　　16,500万円

・地方譲与税　　　　　  14,670万円
・利子割交付金　　　　　　  40万円
・配当割交付金　　　　　　 150万円
・株式等譲渡所得割交付金　 100万円
・法人事業税交付金　　　 1,000万円
・地方消費税交付金　　　18,600万円
・ゴルフ場利用税交付金 　　290万円
・環境性能割交付金　　　 　920万円
・地方特例交付金　　　 　   180万円
・交通安全対策特別交付金 　 70万円

　▼依存財源　　36,020万円

分担金および負担金
17,956万円【1.1％】

諸収入
223,479万円
【13.9％】

町税
93,199万円
    【5.8％】

歳 入 総 額
160億3,900万円

44.2％
55.8％

令和６年度

弟子屈町　予算の概要

入の内訳では、町税や分担金及び負担金
などの自主財源が全体の55.8％、地方

交付税や国・道支出金、町債などの依存財源が
44.2％となっています。自主財源が歳入総額に
占める割合が高いほど財政の自主性と安定性が
確保されます。本町においては自主財源の割合
が依存財源の割合を上回っていますが、ふるさ
と納税の増額による影響が大きいことから、今
後のふるさと納税の動向によっては、再び依存
財源の割合が高まり、本町財政の安定は国の考
え方に大きく左右されることになります。

歳

令和６年度の当初予算が成立しました。

予算の概要や基金、町債の現状などをお知らせします。

特別会計予算

一般会計予算

歳入

会　計　名 予算額 増減率
国民健康保険特別会計 93,466万円 △1.3％
介護保険特別会計 95,715万円 △2.7％
後期高齢者医療特別会計 16,046万円 8.0％
温泉事業特別会計 30,377万円 303.3％
水道事業会計 32,026万円 △0.9％
下水道事業会計 55,015万円 18.4％
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　コロナ禍が落ち着いたこともあり、防災「出前講座」を実施して

ほしいとのご要望をいただき、２月26日に老人ホーム倖和園と特

別養護老人ホーム摩周合同で職員に防災講話とDIG（防災図上訓練）

を、また、３月５日に泉町自治会の皆さんに防災講話をそれぞれ実

施いたしました。

　各防災講話は、能登半島地震の事例を交えて本町で発生し得る災

害への備えについてご説明し、自助・共助や避難行動などをご理解

いただけたものと思います。

　DIGでは、日中勤務中に大地震が発生した想定で入居者を安全に

避難・保護する要領など職員としての行動や心構えについてグルー

プ討議を行って発表していただきました。

　それぞれの参加者から寄せられた質問は、備蓄すべき食料の種類

や購入場所、地球温暖化の影響と思われる大雨による浸水域の拡大

を考慮したハザードマップ改訂の必要性など実際的な防災予防・対

策に関するもので、防災に対する意識や関心の高さに感嘆しました。

　出前講座は随時受け付けておりますので、まずは、下記までお問

い合わせください。

防災講話とDIG（防災図上訓練）を実施しました。
防災ワンポイントコーナー

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２-２９１２（課直通）

倖和園でのDIG

泉ふれあいセンターでの防災講話

本町に新たな指導農業士・農業士が誕生しました！

表彰を受ける認定者の方々（左から中澤好喜さん、坪井泰憲さん、窪内英和さん）

２月19日に札幌市で開催された令和５年度北海道指導農業士・北海道農業士称号贈呈式に、本町の
農業者３人が出席し、指導農業士および農業士の称号の贈呈を受けました。
　指導農業士および農業士とは、地域の青年農業者や新規就農を目指す方々の育成や指導に取り組む、
知事の認定を受けた農業者のことを指します。
　この度は中澤好喜さんと坪井泰憲さんが指導農業士に、窪内英和さんが農業士として本町から推薦
され、北海道知事の認定を受けました。
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問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

町では、ごみの不法投棄やポイ捨てから
自然環境を守り引き継いでいくため、「自
然の番人宣言」を行っています。

CCCCCCCOOOOL
CCCCCCCHHHOICEEE
COOL
CHOICEエコの

すすめ
　地域の清掃活動や道路などの公共の場所をボランティアで清掃して
出たごみは申請することで、無料で処分できます！申請することで、無料で処分できます！
　清掃活動に必要なごみ袋の配布も行っています。

ごみ処理手数料「無料」・ごみ袋の配布を実施！ 清掃活動の際などぜひ
ご利用を!

美留和処理場の５～６月の営業につい
て、ご不明な点があれば、役場環境生活
課環境係までお問い合わせください。

ごみは分別し、決められた場所に出しましょう。
不法投棄は犯罪です！

～法律により、５年以下の懲役もしくは1,000万以下の罰金またはその両方が科せられます～

５～６月の間、美留和処理場は、
第１・第５日曜日も開場しています！

◆営業時間
●平日　月曜～金曜（祝祭日含む）
　　午前９時～ 午後４時まで
●土曜、第２・４日曜日

　　※ ５月～６月は第１・第５の日曜
日午前９時～正午まで

★事前に申請の手続きが必要になります★
　・申請対象／自治会・ボランティアで清掃を行う団体・企業
　・申請時期／随時
　・ 申請方法／ 役場環境生活課窓口・川湯支所窓口までお越し

ください。
　・ ごみ袋の配布／ 必要枚数をお渡ししますので申請時にお申

しつけください。
※詳しくは、役場環境生活課環境係までお問い合わせください。

春の一斉清掃が始まります！春の一斉清掃が始まります！
ご協力よろしくお願いします！ご協力よろしくお願いします！

申し込み・問い合わせ先／役場水道課業務係☎４８２‐２９４２（課直通）

合併処理浄化槽設置整備事業 合併処理浄化槽設置のための補助を行っています
町では、本年度も浄化槽設置費用の一部について、補助金を交付します。
【補助の対象・内容】
　• 町が定めた弟子屈町公共下水道事業計画区域を除く地域であること。
　•自らが居住または居住しようとしている建物で処理対象人員が50人槽
以下の浄化槽であること。

　•町内に住所を有していて、町税などを滞納していないこと。
　•浄化槽工事業の登録または届出をしている町内の排水設備指定店が施

工するもの。　※別表１参照
•補助の対象となる費用は、浄化槽本体に係る工事費用のみですが、トイレ・屋内の排水設備費用などについては、
住宅建設促進事業の対象となり併用する事が出来ますので、詳しくは担当課（役場建設課☎４８２-２９４１【課
直通】）までご相談ください。

※ 単独浄化槽から合併浄化槽へ転換する場合は、
単独浄化槽の撤去費用に対して、12万円を上
限額とし、上記の補助上限額に加算します。

放流管工事
（補助対象外）

排水設備工事など
（補助対象外）

浄化槽設置工事
（補助対象）

放流管 浄化槽本体

送気管

ブロア（送風機）

流入管
汚水ます

人槽区分 補助上限額
５人槽 900,000円
７人槽 1,150,000円

10人槽以上50人槽以下 1,530,000円

店名 住所(弟子屈町) 電話番号
㈱熊谷工務店 高栄４丁目４番28号 015-482-1941
鋼管建設工業㈱ 美里４丁目１番20号 015-482-4217
㈱近藤建設 鈴蘭２丁目１番11号 015-482-1060
大栄電業㈱ 泉４丁目10番３号 015-482-2677

㈲服部水道工務店 摩周１丁目２番１号 015-482-1066
㈱協和建設 高栄１丁目２番２号 015-482-2369

別表１【指定工事店】 別表２【補助上限額】

▼受付期間／４月１日㈪～10月31日㈭まで
▼受付場所／役場水道課業務係

▼申請方法／ 補助金の交付申請については、「弟子屈町合併処理浄化槽設置整備事業補助金交付規則」
に基づく各書類提出が必要です。

　　　　　　　 補助金の交付決定を受ける前に工事を開始すると、補助金は交付されません。工事を行う前に、必ず
役場水道課にお問い合わせください。詳しい提出書類などをご説明します。

　※本年度の補助金は予算の範囲内で交付しますので、年度途中で終了する場合があります。

申請
手続き
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①６月３日㈪
　　～10月11日㈮
②12月２日㈪～
令和７年１月31日㈮

７月１日㈪
～

10月２日㈬

７月１日㈪
～

10月９日㈬

大学卒業程度
【参考】令和５年度

陸　約181人（うち女子　約25人）
海　約 94人（うち女子　約12人）

空　約 86人一般
大学院卒業

【参考】令和５年度
陸　約14人
海　約４人
空　約10人

22歳以上26歳未満の方
（ 20歳以上22歳未満は大学卒業（見
込み含む）、修士課程修了者など
（見込み含む）は28歳未満）

修士課程修了者など（見込み含む）で、
20歳以上28歳未満の方

①４月12日㈮まで
②４月24日㈬～
　６月13日㈭
③８月26日㈪～
　９月26日㈭
　（一般）

【参考】令和５年度
陸　約18人
海　約11人
空　約６人

専門の大学卒業（見込み含む）で20歳
以上30歳未満の方
（薬剤科は20歳以上28歳未満の方）

歯科
薬剤科

①１次　４月20日㈯・21日㈰
　　　（21日は海・空飛行要員）
　２次　５月24日㈮～30日㈭
　３次（海・空飛行要員）
（海）６月20日㈭～ 24日㈪
（空）７月13日㈯～８月１日㈭
②１次　６月22日㈯
　２次　７月30日㈫～８月５日㈪
③１次　10月５日㈯
　２次　11月８日㈮～11日㈪

①１次　４月20日㈯
　２次　５月24日㈮
　　　　　　　～５月30日㈭
②１次　６月22日㈯
２次　７月30日㈫

　　　　　　　～８月６日㈯

①１次　５月17日㈮
　最終　（陸）７月４日㈭
　　　　（海・空）７月11日㈭
②１次　７月18日㈭
　最終　９月19日㈭

令和７年３月中旬
～４月上旬

入隊後、約１年で
３等陸・海・空尉
（ 大学院卒業者試験
合格者は２等陸・
海・空尉）

医師・歯科医師の免許を取得した方医科・歯科幹部 ①６月21日㈮
②11月15日㈮

①７月25日㈭
②12月19日㈭

２等陸・海・空尉以上
で採用（経験年数など
により異なる）

① ６月６日㈭まで
②７月30日㈫
　　～10月24日㈭

①７月25日㈭
②令和７年
　１月17日㈮

①５月17日㈮まで
②（技術空曹）
　９月20日㈮
　　～11月15日㈮

【新規】令和６年度
陸　約16人
海　約30人

　空　①約20人
　　　②約20人

20歳以上で国家免許資格を取得し
た方など

技術陸曹
技術海曹・技術空曹

①（陸）6月7日㈮
（海）6月14日㈮
（空）6月12日㈬～14日㈮
②（空）12月4日㈬～6日㈮

３等陸・海・空曹以上
海で採用（免許資格・
年齢などにより異な
る）

【参考】令和６年度
海　約74人

（うち女子　若干人）
空　約72人

海　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上23歳未満の方

空　 高校卒業（見込み含む）か高等専
門学校３年次修了（見込み含む）
で18歳以上24歳未満の方

航空学生

１次　９月16日㈪
２次　10月12日㈯～17日㈭
３次　
　海　11月15日㈮～12月11日㈬
　空　11月９日㈯～12月12日㈭

１次　10月４日㈮
２次　（海）11月６日㈬
　　　（空）10月31日㈭
最終
　令和７年１月20日㈪

入隊後、約６年で
３等海・空尉

７月１日㈪
～

９月５日㈭

令和７年３月下旬
～４月上旬

【参考】令和５年度
陸 約4,200人（うち女子 約500人）
海 約1,630人（うち女子 約230人）
空　約　　1,400人

18歳以上33歳未満の方（32歳の方は
採用予定月の末日現在、33歳に達
していない方）

一般曹候補生

①１次　５月17日㈮～26日㈰
　２次　６月15日㈯～30日㈰
②１次　９月14日㈯～22日㈰
　２次　10月12日㈯～27日㈰
③１次　12月７日㈯～12日㈭
　２次　令和７年１月６日㈪～
　　　　13日㈪
※いずれか１日を指定されます

①１次　６月６日㈭
　最終　７月18日㈭
②１次　10月３日㈭
　最終　11月21日㈭
③１次　12月23日㈪
　最終　 令和７年
　　　　１月30日㈭

入隊後２年９カ月経
過以降、選考により
３等陸・海・空曹

【参考】令和５年度
陸　約5,000人
海　約1,000人
空　約1,700人

男子
受付時または各自衛隊地方協
力本部のホームページにてお

知らせ
試験時にお知らせ

所要の教育を経て、
３カ月後に２等陸・
海・空士に任用。
陸（技術系を除く）は
１年９カ月、陸（技術
系）・海・空は２年９
カ月を１任期として
任用（以降２年を１
任期）

年間を通じて随時

令和７年３月下旬
～５月上旬

【参考】令和５年度
陸　　約750人
海　　約200人
空　　約600人

女子

自衛官候補生

【参考】令和５年度
人文・社会科学専攻
約45人（うち女子 約20人）

理工学専攻
約145人（うち女子 約30人）

推薦 ９月21日㈯・22日㈰ 10月25日㈮
９月５日㈭

～
９日㈪

令和７年
４月上旬

防衛大学校
学生

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満で、成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な実績を修め、
学校長が推薦できる方

【参考】令和５年度
約60人（うち女子 約10人）

（ 人文・社会科学専攻、理工学専攻
合わせて）

総合選抜 　１次　９月21日㈯
　２次　10月26日㈯・27日㈰

１次　10月11日㈮
最終　11月20日㈬

高校卒業（見込み含む）か高等専門学
校３年次修了（見込み含む）の18歳以
上21歳未満の方（自衛官は23歳未満）

【参考】令和５年度
人文・社会科学専攻
約45人（うち女子 約10人）

理工学専攻
約195人（うち女子 約30人）

一般
　１次　11月２日㈯
　２次　11月30日㈯
　　　　　　～12月４日㈬

　１次　11月20日㈬
　最終　12月27日㈮

７月１日㈪
～

10月17日㈭

修学年限４年卒業
後、約１年で３等陸・
海・空尉

【参考】令和５年度
約85人 高校卒業（見込み含む）か高等専門学

校3年次修了（見込み含む）で18歳以
上21歳未満の方

防衛医科大学校
医学科学生

　１次　10月19日㈯
　２次　12月11日㈬～13日㈮

　１次　11月28日㈭
　最終
　令和７年１月30日㈭

修学年限６年医師免
許取得後、２等陸・
海・空尉

【参考】令和５年度
約75人

防衛医科大学校看護学科
学生（自衛官候補看護学生）

　１次　10月12日㈯
　２次　11月23日㈯・24日㈰

　１次　11月7日㈭
　最終
　令和７年２月４日㈫

修学年限４年看護師
免許取得後、卒業後、
約１年で３等陸・海・
空尉

【参考】令和５年度
約120人推薦

令和７年
１月11日㈯～13日㈪

※いずれか１日を指定されます
令和７年１月23日㈭

10月１日㈫
～

11月29日㈮

【参考】令和５年度
約230人一般

１次　令和７年１月25日㈯・26日㈰
２次　令和７年２月13日㈭～16日㈰
※いずれか１日を指定されます

10月１日㈫
～

令和７年１月16日㈭

陸上自衛隊
高等工科学校
生徒

中学卒業（見込み含む）の17歳未満の
男子で、成績優秀かつ生徒会活動
などに顕著な実績を修め、学校長
が推薦できる方

修学年限３年卒業後
は陸士長卒業後、約
１年で３等陸曹中学卒業（見込み含む）で17歳未満の

男子

１次
　令和７年2月6日㈭
最終
　令和７年２月28日㈭

【参考】令和５年度
陸・海・空　約20人

技術
①11月４日㈪

②令和７年２月22日㈯
①令和７年１月31日㈮
②令和７年５月16日㈮

貸費学生

大学の理工学部・工学部の３・４年次
または大学院（専門職大学院を除く）
修士課程在学（正規の修業年限を終
わる年の４月１日現在で26歳未満
（大学院修士課程在学者は28歳未
満））の方

４月または５月分から
大学または大学院の
正規の修業年限を
終わる月まで毎月
54,000円貸与

① 賃貸学生採用時
期は４月上旬
② 幹部候補生採用
　（入隊）時期は卒業
　 （修了）する年の
４月上旬

陸　約1,540人一般 　①４月６日㈯～21日㈰
　②９月21日㈯～10月７日㈪
※ いずれか１日を指定されます

①５月29日㈬
②11月７日㈭

① ４月11日㈭まで
② ６月１日㈯
　～９月19日㈭陸　約350人

海　約 20人技能

18歳以上52歳未満の方
階級は指定しない
教育訓練召集手当
日額8,800円所定の
教育訓練修了後、
予備自衛官として
任用

18歳以上で国家免許資格などを有
する方（資格により年齢の上限は53
歳未満～55歳未満）

教育訓練の開始時
期は７月以降予備自衛官補

① ５月７日㈫まで
② ７月１日㈪
　　～９月３日㈫
③10月１日㈫
　　～11月28日㈭

キャリア採用幹部

【新規】令和６年度
陸　若干人
海　約20人

　空　①約20人
　　　②約20人

大学卒業以上で応募資格に定めら
れた学部・選考学科などを卒業後、
2年以上の業務経験のある方

① ５月17日㈮まで
② （陸・空）８月１日㈭
　　～10月11日㈮

①（陸）６月10日㈪
（海）６月17日㈪
（空）６月17日㈪～ 19日㈬
②（陸）11月１日㈮
（空）10月30日㈬
　　　　　　～ 11月１日㈮

①７月25日㈭
②12月16日㈪

３等陸・海空曹以上
で採用（免許資格、年
齢などにより異な
る）

令和７年３月下旬
～４月上旬

※上記のほかに設
定する場合あり

幹部候補生

①１次　５月17日㈮
　２次（海・空飛行要員）
　　（海）６月13日㈭
　　（空）６月17日㈪
　最終
（陸）７月４日㈭
（海）７月11日㈭
（空）８月22日㈭
②１次　７月18日㈭
　最終　９月19日㈭
③１次　10月31日㈭
　最終　12月23日㈪

【参考】令和５年度
陸　約４人
海　約５人
空　約３人

陸　10月上旬
海　９月下旬
空　①11月下旬
　　②令和７年３月
　　　下旬～４月上旬

（陸）令和７年４月上旬
（海）９月下旬
（空）①10月上旬
　　②令和７年３月下旬
　　　～４月上旬

① ９月下旬～10月上旬
② 令和７年３月下旬
～４月上旬

※令和６年度の募集人員は、決定次第、自衛官募集ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。
※ ①学校教育法に基づく大学において、正規の薬学の課程（６年生の課程に限る）を修めて卒業した者（令和７年３月卒業見込みの方を含む）。
　②外国の薬学校を卒業し、または外国の薬剤師免許を受けた方で厚生労働大臣が①と同等以上の学力および技能を有すると認定した方。
　③平成18年度から29年度までの間に学校教育法に基づく大学に入学し、４年生薬学課程を修めて卒業し、学校教育法に基づく大学院において薬学の修士または博
士課程を修了した方で、厚生労働大臣が、厚生労働省令で定めるところにより①と同等以上の学力および技術を有すると認定した方に限ります。
※採用予定人員数の採用が見込まれる場合は、第２回目以降の試験を実施しません。
※第１回、第２回までで採用人員数を満たせた場合、第３回は実施しない場合があります。
※令和７年３月高等学校卒業予定または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は９月16日㈪以降に行います。
※学部については、理学部、工学部に類する学部も応募資格に該当する場合があります。詳しくは最寄りの自衛隊地方協力本部まで。
※資格欄の高校卒業には中等教育学校卒業者を含みます。
※応募資格年齢の起算日は募集種目ごとに異なりますので、募集要項で確認してください。
※記載内容については変更される場合があります。変更事項については自衛官募集ホームページなどでお知らせしますのでご確認ください。

歯科は入隊後約６週間
で２等陸・海・空尉
薬剤科は入隊後約１年
で２等陸・海・空尉

自衛官募集HP

令和６年度採用の自衛官などを募集します
募集種目 募集人員 応募資格 受付期間 試験日 合格発表日 入隊・入校 待遇・その他
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弟子屈町地域農業の将来を考える地区説明会が行われました
　町では、地域農業の将来のあり方を示す「地域計画」を策定することとし
ており、２月19日～22日の期間、町内７地区で第１回の協議の場となる地区
説明会を実施しました。
　町からは「地域計画」策定の目的や策定に向けた今後の取組み内容につい
て、農業委員会からは農地の利用調整に係る現行ルールについてそれぞれ説
明がありました。参加者からは、地域農業の将来に向けて、今後の農地利用
の在り方や、担い手への支援策などの意見が出されました。
　町では、令和６年度末までの地域計画策定に向けて引き続き取り組んでいきますので、今後、協議の場を設
ける際は、地域の皆さんの積極的な参加をお願いいたします。
　なお、協議の結果を含めた地域計画策定に係る取組みについては、町公式サイトにて随時お知らせしていく
予定です。

地区説明会の様子

役場農林課農政係　☎０１５-４８２-２９３６
町農業委員会　　　☎０１５-４８２-２９４９　℻  ０１５-４８２-２９９９
　　　　　　　　　メール：nourin@town.teshikaga.hokkaido.jp ホームページQR

お問い合わせ先／役場福祉課地域福祉係☎０１５-４８２-２９２１（課直通）

　町では、令和６年12月27日㈮まで被災された方々のために義援金の受付をしております。
　令和６年２月末現在、６７，４００円の義援金を受付いたしました。
　皆さまの温かいご支援に感謝申し上げます。

『令和６年能登半島地震』災害義援金の受付について

令和７年度釧路管内町村職員の採用資格試験≪大学卒≫が行われます。

◆試験区分／大学卒
◆受験資格／ 平成８年４月２日から平成15年４月１日までに生まれた方
▽令和７年４月の町村職員新規採用予定者数

◆一次試験
•日 時／７月14日㈰　　
•会 場／ 釧路町公民館１階
•合格発表／８月５日㈪（釧路管内各町村役場および釧路町村会に掲示）
◆ 受付期間／ ４月８日㈪～５月31日㈮まで（月曜日～金曜日の９時から17時までで、土日・祝日は受け付けませ

ん）。郵送の場合、５月31日までの消印有効です
　※受験手続など、詳細はお問い合わせください。町公式ホームページにも受験手続などを掲載します。

受け付け・問い合わせ先／役場総務課職員係☎４８２‐２９１２（課直通）
　　　　　　　　釧路町村会☎０１５４‐４３‐０６４９

釧路管内町村職員採用資格試験
（大学卒）のお知らせ

町村名 釧路町 厚岸町 浜中町 標茶町 弟子屈町 鶴居村 白糠町 合計

一般事務＜大学卒＞ １人 １人 １人 １人 ３人 １人 ３人 11人
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緊張しながら卒業証書を受け取る（３/１　弟子屈高校）

卒業生として最後のあいさつ（3/22　美留和小学校）

校長先生に笑顔を見せる（３/15　川湯中学校） 大きな声で呼びかけ（３/19　川湯小学校）

小学校で頑張ることを宣言（３/25　川湯保育園）

卒業式 卒園式 卒園式
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元気に歌う卒園生（３/23　認定こども園ましゅう）

卒業生によるよろこびの言葉（３/19　弟子屈小学校） 在校生、保護者に見送られて（3/15　弟子屈中学校）

緊張しながら臨む卒業生（3/22　和琴小学校）

卒業生代表が答辞（３/１　弟子屈高校）卒業生代表が答辞（３/１　弟子屈高校）

今日まさに旅立ちの時

３月１日の弟子屈高校を皮切りに
町内小中学校で卒業式、保育園・認定こども園で卒園式が行われました

今年の卒園児・卒業生は
保育園・認定こども園が36人、小学校38人、中学校65人、高校24人です

今年はコロナ規制も緩和された中での開催となり
式を終えた卒園児・卒業生は希望を胸に思い出いっぱいの校舎を後にしました



※ なお、当該基本設計の概要については1月24日に生配信されたyoutubeの「弟子屈町公式チャンネル」のアーカイブでもご覧
いただけます。また、当事業に関するこれまでの経過やワークショップの資料については、町公式ホームページで随時公表
しておりますので是非ご覧ください。

問い合わせ先／役場まちづくり政策課地域振興係☎４８２-２９１３（課直通）

　広報てしかがでお知らせしてい
ます旧営林署跡地に整備する複合
型地域観光交流拠点施設（図書館・
プール・温浴・カフェなど）の基本
設計の概要を、今月も引き続き紙
面でお知らせします。
　第3回のテーマは摩周温泉の顔
となる事を期待する「温浴施設」で
す。（次回はプールです。）

　温浴施設は老朽化した泉の湯の代替施設として整備します。令和元年度に行
った全町民向けアンケートで圧倒的に希望が多かったのがこの温浴施設でし
た。また、アンケートでは摩周温泉として紹介できる代表的な温泉が無いとの意
見も多く、現在の泉の湯に比べ３倍以上の広さの浴場となります。新しい施設と
なる事で料金設定は見直しとなりますが町民の皆さんにとって過度な負担とな
らないよう現在検討中です。

　施設の利活用に関しては令和８年度の供用開始まで、引き続きワークショップなどを通じて町
民の皆さんのご意見も伺いながら検討を続けていきます。また、町では今年度秋を目途に当該市
街地エリアの未来像（ビジョン）を町民の皆さんと創り実現していくため、関係機関団体とともに
「（仮）エリアプラットフォーム（協議会）」を設立します。ワークショップなどの折には改めてご案
内しますので是非ご参加ください。

新たな複合施設の温浴施設をご紹介します。
中心市街地再構築事業（第３回）

大きな浴槽で「摩周温泉」を堪能する

中心市街地再構築事業の今後の展開について

　新たな温浴施設ではこれまで泉の湯には無かった大き
な機能が二つ増えます。
　一つ目はサウナです。内部仕様の詳細については現在検
討中ですが、利用者の満足度を高める効果が期待できるサ
ウナを導入します。仕事帰りや家事育児、旅行などで疲れ
た体をリフレッシュする事が可能です。
　二つ目は露天風呂です。大浴場を抜けた先にシラカバテ
ラスと名付けたオープンエアな露天風呂を設置します。シ
ラカバテラスはサウナ後の外気浴スペースとしても活用
される予定です。なお、露天風呂は施設東側の段差がある
高い位置に配置する事で郵便局側からの視線を気にする
必要が無いよう配慮しています。

新たな機能として露天風呂とサウナが登場

温浴施設のイメージ図温浴施設のイメージ図

資料などを公開
している弟子屈町
ホームページの
QRコード
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年
以
上
町
に
住
民
票
の

あ
る
方
、
②
夫
婦
と
も
に
町
税
な
ど
の
滞
納

が
な
い
、
③
同
一
の
治
療
に
関
し
て
、
他
に

同
等
の
助
成
を
受
け
て
い
な
い

《
対
象
と
な
る
治
療
》
…
保
険
診
療
と

し
て
受
け
た
不
妊
治
療

•
一
般
不
妊
治
療
：
人
工
授
精
（
タ
イ
ミ
ン

グ
法
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
）

•
生
殖
補
助
医
療

《
助
成
額
》

　
１
回
の
治
療
あ
た
り
上
限
15
万
円
。

※
高
額
療
養
費
や
付
加
給
付
金
な
ど
の
補
助

額
を
除
い
た
自
己
負
担
額
に
対
し
て
上
限

額
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

　
帯
状
疱
疹
の
発
症
に
よ
る
重
症
化
を
防
止

し
、
健
康
の
保
持
お
よ
び
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
接
種
に
か
か
る
費
用
を
一
部

助
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

《
対
象
者
》

　
接
種
日
に
町
に
住
民
票
の
あ
る
50
歳
以
上

の
方

《
対
象
の
ワ
ク
チ
ン
》

　
乾
燥
組
み
換
え
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
（
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
）

※
生
ワ
ク
チ
ン
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

《
助
成
回
数
》

　
２
回
を
上
限
に
し
、
1
回
に
つ
き
1
万
円

を
上
限
に
助
成
し
ま
す
。（
過
去
に
自
費
で
接

種
し
て
い
る
回
数
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

《
申
し
込
み
方
法
》

　
予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
健
康

こ
ど
も
課
健
康
推
進
係
に
申
し
込
み
の
上
、

各
医
療
機
関
で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
実
施
医
療
機
関
》

　
摩
周
厚
生
病
院
・
弟
子
屈
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

美
里
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
川
湯
の
森
病
院

《
そ
の
他
》

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
と
は
前

後
２
週
間
以
上
の
間
隔
が
必
要
で
す
。

•
申
し
込
み
時
に
は
町
民
で
あ
る
こ
と
と
年

齢
の
確
認
で
き
る
保
険
証
な
ど
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
各
事
業
の
詳
細
を
知
り
た
い
方
や
助
成
対

象
に
な
る
か
知
り
た
い
方
は
健
康
推
進
係
保

健
師
ま
で
お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
こ
ど
も
課
健

康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
５
（
課
直

通
）
ま
で
。

窪
くぼ

内
うち

十
と

彩
いろ

ちゃん 山
やま

越
こし

優
ゆ

莉
り

弥
や

ちゃん 勝
かつ

山
やま

斗
と

蒼
あ

くん

令
和
６
年
度

令
和
６
年
度
新
規
事
業

新
規
事
業
を
紹
介
し

を
紹
介
し
ま
す
ま
す
‼
 
‼
 

脳
ド
ッ
ク
検
診
の

助
成
対
象
拡
大
し
ま
し
た

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す

不
妊
治
療
費
助
成
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図 館書図 館書

ESHIKAGA

だ
よ
り

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６
FAX４８２‐１６１７

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／ 月曜日・祝日・第４金曜日（祝日の場

合はその前日）・年末年始・図書整理日

toshokan@town.teshikaga.hokkaido.jp

新刊案内

移動図書館（図書館バス）

おはなしはらっぱ ☆特集展示☆ボランティア
活動

　人と動物の間で重

ねられてきた愛憎相

半ばする魂の交歓や、

剥き出しの命との対

決を、作家の視線から

物語った動物エッセ

イ集。

お
す
す
め
の
新
刊

伊谷　純一郎ほか／著

☆
図
書
館
バ
ス
の
停
車
時
間
変
更
の

お
知
ら
せ

　
毎
週
木
曜
日
に
町
内
を
巡
回
し
て
い
る

図
書
館
バ
ス
の
コ
ー
ス
の
停
車
時
間
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。
ご
利
用
の
際

は
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

•
Ａ
コ
ー
ス
「
認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ

う
」
の
停
車
時
間
を
変
更
し
ま
す
。

•
Ａ
コ
ー
ス
「
弟
子
屈
小
学
校
」
の
停
車

時
刻
を
変
更
し
ま
す
。

　
詳
し
い
時
間
は
下
記
の
運
行
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
運
行
表
は
図
書
館
窓
口
・
図

書
館
バ
ス
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

▽
今
月
の
休
館
日
／
１
日
㈪
・
８
日
㈪
・

15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
26
日
（
金
・
図
書

整
理
日
）・
29
日
（
月
・
昭
和
の
日
）

作家とけもの作家とけもの
『
わ
た
し
の
中
の
黒
い
感
情
』ソル

レ
ダ
／
著

『
か
ざ
ら
な
い
ひ
と
』

月
と
文
社
／
編

『
も
っ
と
！
週
末
海
外
』

小
林
　
希
／
著

『
母
に
は
な
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
』

若
林

　
理
央
／
著

『
今
さ
ら
聞
け
な
い
ひ
と
り
暮
ら
し
の
超

基
本
』

阿
古
　
真
理
／
著

『
魚
を
抱
い
て
』

東
　
直
子
／
著

『
幽
霊
の
は
な
し
』ラ

ッ
セ
ル
・
カ
ー
ク
／
著

『
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
つ
く
ろ
う
！
』

「
本
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
や
帯
を
つ
く
ろ
う
」編
集
室
／
編

『
た
ん
ぽ
ぽ
に
な
り
た
く
て
』

　
南
塚

　
直
子
／
絵
、内
田

　
麟
太
郎
／
文

『
こ
っ
ち
を
み
て
る
。』

伊
藤

　
潤
二
／
絵
、と
な
り

　
そ
う
し
ち
／
作

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

Ａコース　運行日／４月４日㈭・18日㈭
　　　　　　　　　５月２日㈭・16日㈭・30日㈭

Ｂコース　運行日／４月11日㈭・25日㈭
　　　　　　　　　５月９日㈭・23日㈭

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:45
弟子屈小学校 10:00～10:30
和琴小学校 12:25～12:50
屈斜路コタン 13:00～13:20
川湯支所 13:55～14:15
川湯の森病院 14:20～14:50
川湯温泉駅前 15:00～15:20
川湯中学校 15:30～15:50

停車場所 停車時間
認定こども園ましゅう ９:00～９:50
美留和小学校 10:20～10:50
川湯保育園 11:10～11:30
川湯支所 11:40～12:00
川湯小学校 13:00～13:30
美羅尾ヶ丘会館 14:30～15:00
老人ホーム倖和園 15:15～16:00

☆
特
集
展
示「
弟
子
屈
町
ゆ
か
り
の
本
」

　
弟
子
屈
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
が
書
い
た

作
品
や
、
弟
子
屈
町
が
舞
台
と
な
っ
た
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。
意
外
な
作
品
に
弟
子
屈
町
が
登

場
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
作
品
を
通
し
て
、
今
ま
で
気
付
か

な
か
っ
た
弟
子
屈
の
魅
力
を
発
見
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
展
示
期
間
／
４
月
２
日
㈫
〜
30
日
㈫

▼
展
示
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆６日／『だるまさんと』『ぎったん　ばっこん』
　　　　『ペンギンたいそう』
☆13日／『だるまさんの』『かくしたの　だあれ』
　　　　『す～べりだい』
☆20日／『だるまさんが』『だべたの　だあれ』
　　　　『ぶららんこ』
☆27日／『きいろいのはちょうちょ』
　　　　『でんしゃくるかな？』
　　　　『へんてこたいそう』

時間／13時～　　場所／町図書館

〇
布
絵
本
そ
よ
か
ぜ
活
動
日

　
４
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

〇
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
日

　
５
日
㈮
･
19
日
㈮

テーマ 小さな子も楽しめる絵本から
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ス
ポ
ー
ツ
の
功
績
を
た
た
え
て

　
令
和
５
年
度
弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
表

彰
及
び
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰
が
３
月
14

日
、公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、ス
ポ
ー
ツ
賞
２
個
人
、奨

励
賞
３
個
人
、
１
団
体
、
特
別
賞
１
個

人
、１
団
体
が
選
ば
れ
、そ
れ
ぞ
れ
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
瀬
戸

豊
さ
ん
が「
こ
の
度
、こ
の
よ
う
な
名
誉

あ
る
賞
を
頂
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い

ま
す
。関
係
者
の
皆
様
、支
え
て
い
た
だ

い
た
両
親
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

私
は
、
小
学
６
年
生
か
ら
居
合
道
を
始

め
ま
し
た
。そ
れ
以
前
か
ら
行
っ
て
い

た
剣
道
に
よ
り
、
剣
を
振
る
箏
に
多
少

の
心
得
は
あ
っ
た
も
の
の
、
初
め
の
頃

は
、様
々
な
こ
と
に
苦
戦
し
ま
し
た
。し

か
し
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
一
つ
一
つ

克
服
し
、ま
た
先
生
方
の
支
え
も
あ
り
、

全
道
大
会
で
、
一
位
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、こ
こ
弟

子
屈
で
活
躍
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力

し
、
居
合
道
並
び
に
弟
子
屈

の
広
報
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

□
ス
ポ
ー
ツ
賞（
敬
称
略
）

▼
瀬
戸

　
豊
（
弟
子
屈
中
学

校
３
年
）

第
58
回
北
海
道
居
合
道

大
会

　
中
学
生
の
部
　
優
勝

▼
坂
上

　
瑠
璃
（
白
樺
学
園
高
等
学
校

２
年
）

　
令
和
５
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
　
第
73
回
全
国
高
等
学
校
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
選
手
権
大
会

女
子
２
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
優
勝

□
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

▼
弟
子
屈
中
学
校
女
子
柔
道
チ
ー
ム
　

令
和
５
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
51
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会

女
子
団
体
　
第
３
位

▼
小
泉
　
颯
葉（
弟
子
屈
中
学
校
１
年
）

令
和
５
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
51
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会

女
子
63
㎏ 級
　
第
２
位

▼
今
川

　
航
太（
川
湯
中
学
校
１
年
）　

第
46
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
北
海
道
予
選
会

　
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

　
第
３
位

▼
弟
子
屈
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
少
年
団

大
宮
葵
祐
、木
村
颯
月
ペ
ア（
以
上
弟

子
屈
小
学
校
５
年
）

第
23
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
予
選
会

　
５
年
生
男
子
の
部

　
第
３
位

弟
子
屈
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

□
特
別
賞

▼
川
崎
　
夏
輝（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）

令
和
５
年
度
北
海
道
中
学
校
体
育
大

会
第
51
回
北
海
道
中
学
校
柔
道
大
会

　
男
子
90
㎏
 
ベ
ス
ト
８

▼
摩
周
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

　
 

第
52
回
　
全
道
少
年
軟
式
野
球
大
会

出
場

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
ま
し
た

釧
路
労
災
病
院
の
推
井
基
陽
理
学
療

法
士
、廣
瀬
孝
太
療
法
士
、別
海
町
立
病

院
の
大
道
駿
太
郎
理
学
療
法
士
に
よ
る

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ニ
ン
グ
教
室（
町
教
育
委
員
会
主
催
）が

２
月
10
日
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
回
に
引
き
続
き
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害

予
防
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
び
ま
し
た
。種
目
別

に
起
こ
り
や
す
い
怪
我
予
防
に
向
け
た

ス
ト
レ
ッ
チ
方
法
や
、
疲
労
を
感
じ
る

ツ
ボ
を
押
し
、
足
の
疲
労
度
を
把
握
す

る
こ
と
で
、
適
切
な
ケ
ア
を
出
来
る
こ

と
を
理
解
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介

■
全
道
大
会
結
果（
敬
称
略
）

▼
第
46
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
北
海

道
予
選
会（
２
月
25
日
　
札
幌
市
）

　
今
川
航
太（
川
湯
中
２
年
）

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
　
決
勝
４
位

地
域
の
役
に
立
ち
た
い

開
成
建
設
工
業
が
町
営
球
場

を
除
雪

　
開
成
建
設
工
業
㈱
（
小
澤
慎
司

　
代

表
取
締
役
）の
皆
さ
ん
が
３
月
15
日
、町

営
球
場
の
除
雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
役
に
立
ち
た
い
と
、
社
会
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
も
の
で

す
。

スポーツ表彰

ジュニアアスリートコンディショニング

開成建設工業の除雪作業

2024.4／№286 Teshikaga.Town.Sports.NEWS
社会教育課スポーツ係
☎482-2948（課直通）／　 482-2343
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生涯学習だより
▶発行／町教育委員会社会教育課☎482-2948（課直通）

公
民
館
講
座
参
加
者
募
集
！

　
町
公
民
館
で
は
、
次
の
と
お
り
講
座
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。

❶「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
・
バ
レ
エ
　
ス
ペ

シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

　
東
京
都
で
バ
レ
エ
講
師
と
し
て
活
躍
す

る
武
藤
春
菜
先
生
を
お
迎
え
し
、
バ
レ
エ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。
幅

広
い
年
齢
の
方
が
楽
し
め
る
ク
ラ
ス
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
や
経
験
者
、

男
女
問
わ
ず
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
／

※
子
ど
も
・
親
の
同
伴
も
で
き
ま
す
。
申

し
込
み
の
際
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

①
キ
ッ
ズ
バ
レ
エ
A（
４
歳
〜
小
学
２
年

生
）

　
楽
し
み
な
が
ら
バ
レ
エ
の
基
礎
を
学

び
、
リ
ズ
ム
や
柔
軟
性
、
体
幹
を
鍛
え
て

い
き
ま
す
。

②
キ
ッ
ズ
バ
レ
エ
B（
小
学
３
年
生
〜
中

学
生
）

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
の
基
礎
は
も
ち
ろ

ん
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
習
得
し
ま
す
。

③
大
人
バ
レ
エ
　
ス
ト
レ
ッ
チ（
中
学
生

以
上
）

　
バ
レ
エ
の
簡
単
な
要
素
を
取
り
入
れ
た

ス
ト
レ
ッ
チ
ク
ラ
ス
で
す
。
美
し
い
姿
勢

や
所
作
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
テ
ー
マ
パ
ー
ク
バ
レ
エ（
小
学
生
以
上
）

　
①
〜
③
い
ず
れ
か
の
受
講
後
が
お
す
す

め
で
す
。
前
半
は
バ
レ
エ
の
基
礎
を
取
り

入
れ
た
レ
ッ
ス
ン
、
後
半
に
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
音
楽
に
合
わ
せ
た
簡
単
な
振
り
付
け

を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
／
４
月
26
日
㈮
〜
28
日
㈰

▼
場
所
／
町
公
民
館

▼
講
師
／
都
内
ス
タ
ジ
オ
バ
レ
エ
講
師
・

元
テ
ー
マ

パ
ー
ク
ダ
ン

サ
ー
　
武
藤

春
菜
さ
ん

▼
対
象
・
定
員

／
町
民
優

先
・
各
回
10
人
ま
で

▼
服
装
・
持
ち
物
／
動
き
や
す
い
服
装
と

靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
受
講
料
／
初
回
１
千
５
百
円
、
２
回
目

以
降
２
千
円
、
１
日
２
つ
の
受
講
で
３

千
円

▼
申
込
締
切
／
４
月
19
日
㈮

❷「
て
し
か
が
の
星
空
楽
し
み
方
講
座
第

６
回
〜
一
番
身
近
な
天
体
、
月
に
つ
い

て
学
ぼ
う
！
〜
」

　
昨
年
度
に
引
き
続
き「
て
し
か
が
の
星

空
楽
し
み
方
講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。
今

年
度
も
町
内
在
住
の
馬
場
さ
ん
夫
妻
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
座
学
と
観
察
会
を
通
し

て
星
空
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　
第
６
回
目
の
テ
ー
マ
は
、
馴
染
み
深
い

「
月
」
に
つ
い
て
で

す
。
な
ぜ
、
月
面
に

は
う
さ
ぎ
が
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
楽
し

く
お
月
見
を
し
な
が

ら
、
月
の
秘
密
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
／
５
月
15
日

㈬
　
19
時
〜
20
時

30
分

▼
場
所
／
町
公
民
館

▼
講
師
／
ペ
ン
シ
ョ
ン
ぽ
ら
り
す

　
馬
場

一
郎
さ
ん
・
綾
奈
さ
ん

▼
対
象
・
定
員
／
町
民
の
方
・
30
人
　
中

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
防
寒
着

▼
申
込
締
切
日
／
５
月
７
日
㈫

❸「
大
自
然
を
満
喫
し
よ
う
　
ア
ト
サ
ヌ

プ
リ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
」

　
令
和
６
年
硫
黄
山
の
山
開
き
の
記
念

に
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま

す
。

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
認
定

ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
、
豊
か
な
自

然
は
も
ち
ろ
ん
、
硫
黄
採
掘
の
歴
史
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
18
日
㈯
　
８
時
公
民
館
前

バ
ス
出
発（
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
）
〜

13
時
公
民
館
到
着
予
定

※
悪
天
の
場
合
、
中
止
は
当
日
の
朝
に
判

断
し
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

▼
講
師
／
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
認
定
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん

▼
対
象
・
定
員
／
中
学
生
以
上
の
町
民
の

方
・
18
人

※
先
着
順
で
す
が
、
本
ツ
ア
ー
に
初
め
て

お
申
込
み
の
方
を
優
先
し
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
料
／
１
人
３
千
円
　
町
民
特
別
優

待
料
金
で
す
。

▼
持
ち
物
／
雨
具
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

シ
ュ
ー
ズ（
履
き
慣
れ
て
い
る
も
の
）、

帽
子
、
手
袋
、
行
動
食（
お
や
つ
）、
飲

み
物

▼
服
装
／
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン（
動
き
や
す

い
服
装
）、
防
寒
具

※
時
期
的
に
想
像
以
上
に
冷
え
込
む
日
も

あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
に
暖
か
い
服
装

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項
／
体
調
不
良
、
飲
酒
、
二
日

酔
い
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
た
場
合
、

ま
た
は
妊
娠
中
の
方
、
喘
息
の
あ
る
方

は
、
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
を
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
保
険
に
つ
い
て
／

主
催
者
の
方
で
加

入
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切
日
／
５

月
８
日
㈬

い
ず
れ
も
申
し
込

み
・
お
問
い
合
わ

せ
先
／
町
公
民
館

☎
４
８
２
‐
２
３

４
０
ま
で
。

う
た
ご
え
公
民
館
の
会
場
と

時
間
が
変
わ
り
ま
す

　
今
ま
で
町
公
民
館
２
階
講
堂
で
実
施
し

て
い
た
う
た
ご
え
公
民
館
は
、
４
月
よ
り

次
の
通
り
会
場
と
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

４
月
は
19
日
㈮
に
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
申
し
込
み
は

不
要
で
す
。

▼
会
場
／
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
日
時
／
毎
月
第
３
金
曜
日
　
13
時
30
分

〜
15
時

※
参
加
費
が
２
百
円
か
か
り
ま
す
。

26日㈮ 27日㈯・28日㈰
10時～11時 ③ ①

11時15分～12時15分 ②
11時30分～12時30分 ④

13時～14時 ③
14時30分～15時30分 ①、②

15時～16時 ③
16時～17時 ④
17時～18時 ①、②

18時30分～19時30分 ④
武藤先生が丁寧に
指導します

昨年度の観察会の様子

ぜひご参加ください

スケジュールは次の表のとおり
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屈斜路コタン
アイヌ民族資料館は

４月10日㈬にオープン!



健康を祈って
ひな祭りを実施

　
川
湯
保
育
園
（
中
村
重
忠
園
長
）
と

認
定
こ
ど
も
園
ま
し
ゅ
う
（
鈴
木
幸
榮

園
長
）
は
３
月
１
日
に
そ
れ
ぞ
れ
で
ひ

な
祭
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
こ
ど
も
園
で
は
、
先
生
方
か
ら
ひ
な

祭
り
の
由
来
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
、

園
児
た
ち
で
ひ
な
祭
り
の
歌
を
元
気
に

歌
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ク
ラ
ス
ご
と

で
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
ひ
な
あ
ら
れ
を
取

っ
て
き
た
り
、
ひ
し
も
ち
を
バ
ト
ン
に

し
た
リ
レ
ー
を
行
い
、
落
と
さ
な
い
よ

う
慎
重
に
運
び
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　
川
湯
保
育
園
で
も
同
様
に
、
先
生
か

ら
由
来
を
聞
い
た
り
ク
イ
ズ
に
答
え
た

り
し
た
後
、
紙
コ
ッ
プ
人
形
劇
を
見
て

春
の
訪
れ
を
感
じ
で
い
ま
し
た
。
各
ク

ラ
ス
で
ひ
な
人
形
を
前
に
記
念
撮
影
を

し
、
最
後
に
は
カ
ル
ピ
ス
で
乾
杯
し

て
、
園
児
た
ち
の
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

慎重に運ぶ園児【認定こども園ましゅう】

ひなあられを取る園児【認定こども園ましゅう】

紙コップ人形劇を真剣に見る園児【川湯保育園】

笑顔で記念撮影【川湯保育園】

冬ならではの遊び
14th極寒芸術祭2024・森のスノーパーク2024in川湯温泉

　
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
（
德
永

哲
雄
会
長
）
は
、
冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ア
ー
ト
部
会
（
今
井
善
昭
部
会
長
）
は
、

「
極
寒
芸
術
祭
」
を
２
月
２
日
か
ら
３
月
３

日
ま
で
開
催
。
野
外
美
術
館
や
遊
郭
美
術
館

で
は
、
世
界
各
国
の
ア
ー
ト
作
家
に
よ
る
作

品
展
の
ほ
か
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
に
合
わ
せ
道
の
駅
摩
周
温
泉
で
は
１
月
６

日
か
ら
２
月
27
日
ま
で
「
極
寒
芸
術
祭
展
」

を
開
催
。
こ
こ
で
は
、
作
家
さ
ん
の
作
品
の

一
部
や
ポ
ス
タ
ー
が
展
示
さ
れ
、
ル
ー
ル
を

守
れ
ば
自
由
に
展
示
品
を
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
会
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
24
日
に
は
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進

部
会
（
藤
原
仁
部
会
長
）
が
「
森
の
ス
ノ
ー

パ
ー
ク
」
を
川
湯
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
開
催
。
ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
満
月
ナ

イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
に
よ

る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ
れ
地
元

の
皆
さ
ん
や
観
光
客
の
皆
さ
ん
で
会
場
が
賑

わ
い
ま
し
た
。 ホーストレッキング

アート作家による多数の作品 道の駅での極寒芸術祭展

満月ナイトウォーク

25 広報てしかが 2024.4

町の話題

CloseUp Topics

LINEのグループトークを悪用した投資詐欺被害急増!

地 域 安 全 令和６年４月発行　第319号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

　Instagram、Facebook、Xなど、SNSの投資に関する広告をクリックしたり、突然招待されるなどの方法により、
投資に関する  LINEのグループトークに参加し、投資と称して多額のお金をだまし取られる被害が全国的に急増し、
釧路総合振興局管内でも発生しています。都合のよい話は要注意！北海道警察相談電話＃９１１０に相談してくだ
さい。

⒈ 知らない人からのトークやグループ招待が届かないように設定

⒉ 知らない人からの友だち追加を拒否するように設定

[ホーム] [設定] [プライバシー管理] [メッセージ受信拒否]をオン

[ホーム] [設定] [友だち] [友だちへの追加を許可]をオフ

交番だより　令和６年４月号

弟子屈警察署
所在地交番
☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

弟子屈警察署ホームページ　https://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/00ps/teshikaga-syo/index.html

※ 講習は、警察署で免許
更新の手続きを済ませた
後に受講して下さい。

高齢者講習を受講する方は、
上記講習の受講は不要です。

自動車免許自動車免許更新時講習の更新時講習のご案内ご案内

実施日

場 所

優良講習11:30～
一般講習13:00～
違反講習９:00～
初回講習14:15～

町公民館
４月17日㈬

《 運 動 期 間 》
令和６年４月６日㈯～令和６年４月15日㈪の

10 日 間

• 弟子屈警察署管内では令和５年中に 98 件
発生しており、過去には鹿の飛び出しによる
死亡事故も発生しています。

・ ４月から５月にかけて鹿との事故が増加傾
向にあり、発生時間帯は 16 時～ 20 時で全体
の約 52％を占めています。

・ 鹿は、１頭飛び出してくると、連続して飛び
出してくることがあります。
• ハイビームで走行して、鹿などを早期に発
見、事故回避に努めましょう！

鹿との事故に注意!

『 さあ青だ　踏み出す前に　再確認 』『 さあ青だ　踏み出す前に　再確認 』
春春のの全国交通安全運動全全全全全全全国国国国国国交交交交交交交通通通通通通通安安安安安安安全全全全全全全運運運運運運運動動動動動動動のの実施実施
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３月７日

3月5日

　３月末で摩周
厚生病院の院長
を退任する舛田
和之院長が３月
５日、弟子屈町
議会を訪れまし
た。舛田院長は
平成17年に同病
院では初めての
常勤整形外科医

として赴任し、19年間にわたって当町の地域医療の発展
のために尽力されました。「弟子屈町は住みやすい町で、気
がつけば19年間も経っていた。皆さんのおかげです。」と舛
田院長が感謝の言葉を述べた後、德永町長から感謝状、近
江屋町議会議長からは花束が手渡されました。

19年間にわたって地域医療に貢献
舛田院長に感謝状を贈呈

感
謝
状
と
花
束
を
手
に
す
る
舛
田
院
長

（
中
央
）

２月29日

　町ふるさと歴
史館の学芸員で
ある津久井薫さ
んが２月29日、学
芸員講座を町公
民館で開催し、
46人もの参加者
が集まりました。
　学芸員による

講座は、今回で２回目の開催となりました。今回は「小田切
栄三郎を知る」と題し、小田切栄三郎の生い立ちや町に移
民を導入したり、農業に畜産を取り入れたりと町にもたら
した功績、町の農業の成り立ちなどをわかりやすい解説で
学べる講座となり、参加した皆さんも真剣に耳を傾けてい
ました。

小田切栄三郎を知る
学芸員講座を開催

学
芸
員
講
座
の
様
子

　町農業委員会前
会長の塩沢稔宏さ
んが、北海道産業貢
献賞（農業関係功労
者）を受賞し、２月
13日、札幌市内のホ
テルにて表彰式が
行われました。塩沢

さんは平成14年以来、農業委員会委員、会長職務代理、会長
として町の農業発展に貢献。また、釧路地方農業委員会連
合会会長、（一社）北海道農業会議理事、北海道農業者年金
協議会副会長などの要職を歴任し、北海道の農業振興に尽
力した功績が認められ、今回の表彰となりました。３月７
日には町役場を訪れ、報告会が行われました。

町の地域農業の発展に尽力
北海道産業貢献賞を受賞

受
賞
し
た
塩
沢
さ
ん（
左
か
ら
２
番
目
）

　法務省主唱の第73回「社
会を明るくする運動～犯罪
や非行を防止し、立ち直り
を支える地域のチカラ～」
道東作文コンテストに、川
湯中学校（松永達郎校長）の
３年生林采音さんが佳作に
選出され、その伝達式が３

月11日、同校で行われ弟子屈地区保護司会弟子屈町分区会
長井出雄策さんから表彰状が手渡されました。
　林さんの周りでは、いじめや犯罪はなく身近なものでは
ないが、知らないといけないものと考え、今回いじめや犯
罪をテーマに作文を作成。作文を作る中、ニュースなどで
一方的な考えや決めつけをせず、物事を見ていかなければ
ならないと考えるようになったとのこと。「作文で自分の
思いや考えが伝わったと思うと、とても嬉しい」と話して
いました。

「社会を明るくする運動」道東作文コンテスト
林采音さんが佳作に選出

受
賞
し
た
林
さ
ん（
中
央
）

３月11日

　町暴力追放運動推
進協議会（高田中会
長）は３月15日、解散
総会を行いました。
　同協議会は、昭和
61年に町内における
暴力の追放を目的に
設立。これまで、関係

団体と連携をとりながら街頭啓発や巡視、研修会などを行
い、町内の暴力追放に努めました。結果、現在では暴力団員
数はほとんど存在しなくなり、目的を達成したことから解
散することになりました。今後、町内で暴力など重大な問
題が起きた時は、町生活安全条例に基づく「生活安全推進
協議会」にて問題解決にあたることになりました。

３月15日
設立から38年

町暴力追放運動推進協議会が解散
会
長
を
務
め
た
高
田
中
さ
ん（
中
央
）

　ふるさと人材育成事
業成果報告会が３月11
日、町役場で行われまし
た。
　ふるさと人材育成事
業は、町民を対象に広
い視野に立った人材を

育成するため、国内外での研修や留学などへの助成を行う
事業です。今年度は、株式会社テシカガタウンラボ（上村剛
志代表取締役）が同事業を活用し先進地域の視察研修を行
い、德永町長らに報告会を行いました。
　同会社は、主に複合施設に入る図書館や特産品開発など
を中心に、３日間で５か所の施設などを視察しました。上
村代表は「実際に自分たちの目で視察することで、今後の
町複合施設の運用に向けて参考にしたいことが多く見つ
け、感じることができた。」と報告していました。

人材育成を応援
ふるさと人材育成事業成果報告会

報
告
会
の
様
子

３月11日
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カメ
ラスケッチ

行く行く行行く行く行行く行く!!!!!!行く!!
このページは皆さんからの情報で
作られています。どのような
情報でもすぐにかけつけ
ます。お気軽にご連絡

ください。
ま
ち
づ
くり政策課政策調整係 ☎４８２

-２９
１３

（
課
直
通
）

広報マンが　弟子屈郵便局（藤
原将男局長）では、２
月１日～29日まで高
橋志学さんのウエデ
ィングフォト写真展
が開催されました。
　高橋さんは、町の
地域おこし協力隊と

して2021年に着任。町内の豊かな自然をもっと多くの人に
知ってもらいたいと2022年６月からウエディングフォト
事業を始めました。
　展示作品は町内で撮影した10点が展示され、硫黄山など
観光スポット以外にも雪景色や牧場などを背景にした、幸
せが伝わる作品が来訪者の目を楽しませていました。

弟子屈で最高の思い出を
高橋志学さんウエディングフォト写真展を開催
髙
橋
さ
ん
の
作
品
の
数
々

２月26日２月28日

　北海道が主催する「第38回
全道中学生の税をテーマと
したポスター募集」に川湯中
学校（松永達郎校長）の３年
生４人が入選しその伝達式

が２月26日、同校で行われ、釧路総合振興局瀬戸辰也課税
課長から表彰状が手渡されました。
　入選したのは、北海道知事賞入選の金子紗幸さん、釧路
総合振興局長表彰入選の弟子りいなさん、北海道教育庁釧
路教育局長賞の井上琳さん、島津慶久さんでした。
　北海道知事賞に入選した金子さんは、「賞を取れるとは
思っていなかったので、びっくりしたがすごく嬉しい」と
話し、４人の生徒が一度に入選したのは過去に例がなく、
松永校長も「とても光栄なこと」と話していました。

税をテーマとしたポスターを作成
川湯中学校の生徒４人が入選

入
選
し
た
生
徒
た
ち

　弟子屈高校（加藤
誠校長）は２月28日、
2023年度釧路管内教
育実践表彰を受賞し
弟子屈高校で表彰式
が行われました。
　同校は、22年度入
学生から弟子屈探究
のリニューアルを図

り、自治体や地元企業と連携して地域課題の解決に向けた
活動を実施。この活動が同校や地域の魅力化に繋がった功
績が認められ、今回の表彰となりました。
　加藤校長は「来年度で全学年の１サイクルが終わるの
で、中身をさらに発展させたい」と話していました。

弟子屈探究で地域魅力化
教育実践表彰を受賞

賞
状
を
手
に
す
る
加
藤
校
長（
左
）

２月１日～29日

２月29日

　弟子屈防火管理
協議会（筒井庄一
会長）は２月29日、
町にプライバシー
テント６張りを寄
贈しました。
　同協議会は、町
内の防火管理者を
中心に構成され、

防火啓発活動に取り組んでいます。今回寄贈したプライバ
シーテントは、災害時に避難所で被災者のプライバシー保
護に役立ててほしいと木暮敏男副会長が町役場に訪問。木
暮副会長は「授乳室や女性の着替えの際にも使えるので活
用してほしい」と話していました。

避難所でのプライバシー保護に
避難所運営物品寄贈式を開催

寄
贈
し
た
木
暮
副
会
長（
左
）

　川湯保育園（中
村重忠園長）の園
児たちは２月29
日、増加する特殊
詐欺被害防止啓
発として、集まっ
た祖父母や地域
の人に向けて啓
発メッセージを

送りました。冒頭、川湯駐在所長の木下巡査部長から「特殊
詐欺」についての講話があり、園児たちは集中して話を聞
いていました。木下巡査部長は「詐欺の手口はさまざまで
巧妙化しており、疑わしい場合は警察に相談してほしい」
と話していました。

２月29日
特殊詐欺に気を付けて！

特殊詐欺被害防止啓発運動を実施
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
渡
す
園
児
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川湯川湯屋内温水プール屋内温水プールからのからのお知らせお知らせ
☎４８３☎４８３‐２０７２２０７２

４月４月

※開館時間　•10時～17時（水曜日～日曜日）
　　　　　　　 正午～13時まで換気および消毒のため

閉館

● 小・中・高校生／無料
● 一般／550円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

利用料用料

●  今月の休館日
 （１､２､６～９､
   15､16､22､23､30日）

● 10時～17時（水・木・土・日）
● 10時～20時（金曜日）

開館時間館時間休館日館日

がんばれ水泳教室 （25メートル泳げる成人）

◇日時／11、18、㉕日 10時30分～11時15分
※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中運動教室 （成人どなたでも参加できます）

◇日時／11、18、㉕日 10時30分～11時15分
※○は送迎バスあり（９時20分　公民館前発）

水中ジョギング教室（成人どなたでも参加できます）

◇日時／12、19、26日 10時30分～11時15分

水中エアロビクス教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／13、20、27日 13時30分～14時15分

ナイトフリー教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／12、19、26日 19時～19時45分

親子水泳教室 （どなたでも参加できます）

◇日時／14、21、28日 10時30分～11時15分

ラッコ水泳教室 （町内在住の幼児４歳～５歳まで）

◇日時／20、27日 10時15分～11時

ジュニア水泳教室
（町内在住の小学生対象・町内在住の新規小学生対象）

◇日時／20、27日 10時10分～11時55分
　※定員になりました

フリー教室 （町内在住の方）

◇日時／11～14日、17～21日、24～28日 
　　　　 13時30分～15時

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相

談
が
変
わ
り
ま
す

　
毎
年
、
春
と
秋
の
２
回
開
催
し
て

い
た
「
す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相
談
」

が
、「
釧
路
弁
護
士
会
お
な
や
み
ご

と
相
談
」
に
変
わ
り
ま
す
。

　「
釧
路
弁
護
士
会
無
料
お
な
や
み

ご
と
相
談
」
で
は
、
釧
路
弁
護
士
会

所
属
の
弁
護
士
が
、
皆
様
の
日
頃
の

悩
み
や
お
困
り
ご
と
に
、
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
者
の
方
は
、
町
で
開

催
さ
れ
る
「
釧
路
弁
護
士
会
お
な
や

み
ご
と
相
談
」
だ
け
で
は
な
く
、
近

隣
の
自
治
体
で
開
催
さ
れ
る
「
釧
路

弁
護
士
会
無
料
お
な
や
み
ご
と
相

談
」
で
も
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▼
弟
子
屈
町
「
釧
路
弁
護
士
会
無
料

お
な
や
み
ご
と
相
談
」
開
催
日
程

　
・
７
月
２
日
㈫
　
13
時
30
分
〜
16

時
30
分
　
町
公
民
館

　
・
９
月
17
日
㈫
　
13
時
30
分
〜
16

時
30
分
　
町
公
民
館

　
・
令
和
７
年
２
月
４
日
㈫
　
13
時

30
分
〜
16
時
30
分
　
町
公
民
館

※
近
隣
自
治
体
の
開
催
日
は
釧

路
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.946jp.com

/
ben54/

）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

釧
路
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
１
５
４‐

４
１‐

３
４
４
４
）
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
前
日
午
後
４
時
ま
で
に

ご
予
約
下
さ
い
）

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
環
境

生
活
課
生
活
係
☎
４
８
２‐

２
９
３
４
（
課
直
通
）
ま
で
。

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
労
災

補
償・救
済
に
つ
い
て

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿
ば

く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が

原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に

は
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基

づ
く
各
種
保
険
給
付
や
石
綿
に
よ
る

健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
石
綿
に
よ
る
疾
患
は
、
石

綿
を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月

を
経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

が
過
去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て

い
た
場
合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
な

ど
の
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
ま
た
は
都
道
府
県
労
働
局
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
労
働

局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課
☎

０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１
ま

で
。

申込・お問い合わせ先／役場農林課農政係☎４８２－２９３６（課直通）まで。

▶場　　所　摩周３丁目488‒８
▶区画面積　１区画100平方㍍（23区画）
▶使用期間　５月中旬～10月下旬
▶使 用 料　１区画３千円（年間）
▶対　　象　定期的に農園を使用・管理できる方
▶募集期間　４月１日㈪～26日㈮
▶申し込み方法　 役場農林課・川湯支所にある申込書に必要事項を記入し、

役場農林課に提出してください。

町民農園
利用者募集

今年も５月中旬より
「町民農園」がオープンします。
町民の皆さんの交流の場として、

気軽に農作業と収穫の
喜びを体験してみませんか？
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令
和
６
年
度
調
理
師
試

験
の
実
施

　
令
和
６
年
度
調
理
師
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

▼
試
験
日
時
／
８
月
22
日
㈭
13
時
30

分
〜
16
時

▼
試
験
地
／
釧
路
市

▼
願
書
受
付
期
間
／
５
月
７
日
㈫
〜

17
日
㈮
※
願
書
の
配
布
は
４
月
上

旬
を
予
定

▼
受
験
手
数
料
／
６
、
９
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先
／
北
海
道
釧
路

保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係
☎

０
１
５
４‐

６
５‐

５
８
１
９

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を

見
つ
け
た
ら
連
絡
を

　
春
か
ら
初
夏
に
向
け
て
カ
ラ
ス
の

巣
作
り
が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で

は
電
柱
に
も
巣
が
作
ら
れ
ま
す
。
巣

の
材
料
に
は
、
ハ
ン
ガ
ー
や
針
金
な

ど
の
金
属
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
電
線
に
触
れ
る
と
停
電
の
原
因

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た

時
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
／
弟
子
屈
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０‐

０
６‐

０
６
８
４
（
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
）
ま
で
。

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

祭
り
市
民
審
査
員
募
集

　
演
舞
を
観
て
感
じ
た
『
感
動
』
が

審
査
基
準
の
た
め
、
特
別
な
技
術
や

知
識
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
日
時
／
６
月
８
日
㈯
９
時
30
分

～

19
時
、
９
日
㈰
９
時
30
分

～

21
時
の
中
で
３
〜
４
時
間

▼
場
所
／
札
幌
市
中
央
区

大
通
公

園
周
辺

▼
活
動
内
容
／
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ

ソ
ー
ラ
ン
祭
り
に
お
け
る
演
舞
の

審
査

▼
定
員
／
１
８
０
人
程
度
（
抽
選
）

▼
申
込
／
４
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

Ｈ
Ｐ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
申
し
込

み
下
さ
い

※
応
募
用
紙
は
Ｈ
Ｐ
か
ら
入
手
可

詳
細
、
問
い
合
わ
せ
／
Y
O
S
A

K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
実
行

委
員
会
☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐

４
３
５
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
１
‐

２
３
３
‐
４
３
５
１

〒
０
６
０
‐
０
０
０
１

札
幌
市

中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目
　
北
海

道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階

 H
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生活情報をみなさんにお知らせ!

インフォメーション

４月　アリーナ一般開放日
文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

　一般開放利用を希望する方は、文化センターにあらかじ
めお問い合わせください。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16
区
分
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
休 ○ ◎ 休 ○ ◎ 休

日 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
区
分
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

○ ◎ 休 ○ ◎ 休

今月の主な行事予定

施設利用者さまへのご連絡

10日㈬・11日㈭ 釧路江南高等学校宿泊研修
13日㈯ 釧路工業高等学校宿泊研修
14日㈰ 野球教室
15日㈰ 釧路北陽高等学校宿泊研修
19日㈮ 釧路湖陵高等学校宿泊研修
22日㈪ 網走桂陽高等学校宿泊研修

※アリーナご利用の際は上靴をご持参ください。
※ 施設利用後のお忘れ物や落し物が増えております。
　お心当たりのある方はお問い合わせください。
※ＧＷ中の５月４～７日は休館日となります。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中

に
お
け
る
海
の
事
故
防
止

　
海
を
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

•
 

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
に
着
用

し
ま
し
ょ
う
。

•
 

海
中
転
落
防
止
の
た
め
、
周
囲
の

状
況
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

•
 

単
独
行
動
を
さ
け
、
複
数
人
で
行

動
し
ま
し
ょ
う
。

•
 

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

防
水
パ
ッ
ク
に
入
れ
て
携
行
し
、

緊
急
時
は
す
み
や
か
に
１
１
８
番

へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

•
 

船
を
運
航
す
る
場
合
は
、
発
航
前

検
査
を
実
施
し
、
海
に
出
た
ら
見

張
り
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

•
 

最
新
の
気
象
・
海
象
情
報
を
入
手

し
て
、
天
候
の
悪
化
が
見
込
ま
れ

る
場
合
は
、
早
め
に
帰
る
判
断
を

し
ま
し
ょ
う
。

•
 

整
備
事
業
者
な
ど
に
よ
る
定
期
的

な
点
検
整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
海
上
保

安
部
☎
０
１
５
４‐

２
１‐

５
５
７
５
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information

入居者を募集します宅営町 住
　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応
じて決定します。
▶受付期間／４月１日㈪～８日㈪
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／５月中旬～下旬の予定
▶入居敷金／住宅料の３倍の額（収入で住宅料が変動）、ただし単身者用は２倍の額
問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

注１　募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承ください。
注２　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承ください。

公募対象住宅一覧表
住 宅 の 場 所　・　構　造 建設年度 規　模 月額住宅料 月額共益費 戸 数

高栄４丁目６番（４階建・４階） Ｓ52
※Ｈ27リフォーム済 ３ＤＫ 14,400～21,500円 380円 １

川湯温泉４丁目16番（３階建・３階） Ｈ14 ２ＬＤＫ 23,000～34,300円 940円 １

川湯温泉４丁目３番（４階建・３階） Ｈ３ ３ＤＫ 21,000～31,200円 830円 １

川湯温泉４丁目３番（３階建・１階） Ｈ７ １ＬＤＫ 14,600～21,700円 920円 １

川湯温泉４丁目３番（３階建・２階）※単身者用 Ｈ７ １ＬＤＫ 30,000円 920円 １

（広告） （広告）

職員人事異動
【退　　　　職】　▶中山耕介（建設課施設整備係長）　▶辻伽奈（健康こども課川湯保育係）
　　　　　　　　【教育委員会】

　▶山口智明（管理課長）　▶川目恵大（社会教育課社会教育係）

【北海道に帰任】　▶荒関友和（観光商工課長補佐）

（令和６年３月31日発令）

（令和６年３月31日）
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（広告） （広告）

えらんで どん×どんセール

▼期間／４月１日㈪～４月30日㈫

▼実施内容
上記期間中、加盟店で500円以上のお買い物をされ
るとスタンプを１つ押印します。違う２つのお店
を回りラリーを完成させると「どん×どんクイズ」
への応募が可能になります。ラリー用紙にあるＡ
枠、Ｂ枠の「どんぶり」欄にお好きな「どんぶ
り」をそれぞれ選び、加盟店へご応募ください。

▼賞品

内容について変更の場合がございますので詳しくは新聞折込等
チラシでご確認下さい。

2024'
４月のイベント案内

協同組合  摩周湖スタンプ会協同組合  摩周湖スタンプ会☎４８２‐５７７０
弟子屈町商工会内

☆ぴったり賞☆　当会が抽選した｢Ａ枠｣・｢Ｂ枠｣の｢どん
ぶり｣と順序が同じ方になんと！！15万
円の商品券を進呈。（当選者が多数
の場合には、当選者数で均等割り。）

☆特　別　賞☆　ぴったり賞の｢Ａ枠｣・｢Ｂ枠｣の｢どん
ぶり｣のいずれかが同じ方の中から
抽選で20名様に500円のお買い物券
を進呈。

☆ラッキー賞☆　いずれにもはずれた方の中から抽選
で50名様に100ポイントを進呈。

問い合わせ先：事務局　平出☎０８０‐６０９５‐１４７９

名　　称　川湯子どもと地域の「ひまわり食堂」
　　　　　※ 子どもだけではなく地区の方すべてを対象で

実施予定
実施方法　毎週第４土曜日開催
内　　容　カレーライス
費　　用　こども100円　中高生200円　大人350円
会　　場　川湯農村センター

川湯に川湯にこども食堂こども食堂
（地域食堂）ができます（地域食堂）ができます

４月より川湯にて
地域食堂も兼ねた

こども食堂ができます。

お友達登録よろしく
お願いします!!

毎週金曜日に町の
新着情報を配信!町公式
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Monthly ScheduleMonthly Schedule今月のこよみ今月のこよみ
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６
７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

 ひなたぼっこ開放
（午前０～１歳児・
午後年齢制限な
し）子育て支援セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30
 健康相談（役場・
10:00 ～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00 ～16:00）

 ひなたぼっこ開放
（午前１～３歳児・
午後年齢制限な
し）子育て支援セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30

 ひなたぼっこ移動
開放（川湯ふるさと
館・９:30～11:30）
 ひなたぼっこ開放
（子育て支援セン
ター・14:00～16:30）
どちらも年齢制限なし
９・10カ月相談（福
祉センター・10:00～）
こども園・保育園開
放「遊んDay」（こど
も園ましゅう／川湯
保育園・10:00～）

 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～11:30
／ 14:00 ～16:30）

 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～11:30
／ 14:00 ～16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
（午前０～１歳児・
午後年齢制限なし）
子育て支援セン
ター・９:30～11:30
／14:00～16:30
 総合健診（跡佐登
福祉の家・６:00～）
 健康相談（役場・
10:00～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00 ～16:00）

 ひなたぼっこ開放
（午前１～３歳児・
午後年齢制限な
し）子育て支援セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30
 総合健診（美留和
会館・６:00～）

ひなたぼっこ移動
開放（福祉センター・
10:00～11:30）
 ひなたぼっこ開放
（子育て支援セン
ター・14:00～16:30）
どちらも年齢制限なし
こども園・保育園開
放「遊んDay」（こど
も園ましゅう／川湯
保育園・10:00～）
 総合健診（福祉セ
ンター・６:00 ～）

 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～11:30
／ 14:00 ～16:30）
 総合健診（福祉セ
ンター・６:00 ～）

 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～11:30
／ 14:00 ～16:30）
 総合健診（福祉セ
ンター・６:00 ～）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
（午前０～１歳児・
午後年齢制限なし）
子育て支援セン
ター・９:30～11:30
／14:00～16:30
 健康相談（役場・
10:00 ～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00 ～16:00）
地域食堂（待合室
みちくさ・11:30 ～
14:00）

 ひなたぼっこ開放
（午前１～３歳児・
午後年齢制限な
し）子育て支援セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30

 乳児・１歳半・年
中児（ 福 祉 セン
ター・９:00 ～）
 こども園・保育園
開放「遊んDay」
（こども園ましゅ
う／川湯保育園・
10:00 ～）

 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～11:30
／ 14:00 ～16:30）
 行政相談（公民館・
13:00～15:00）

 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～11:30
／ 14:00 ～16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）

 ひなたぼっこ開放
（午前０～１歳児・
午後年齢制限な
し）子育て支援セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30
 健康相談（役場・
10:00 ～16:00）
 母子手帳交付（役
場・10:00 ～16:00）

 親子遊び『絵本に
触れよう』事前申
し込み必要（図書
館・10:30～11:30）

 ひなたぼっこ開放
年齢制限なし（子
育 て 支 援 セ ン
タ ー・ ９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30）
 こども園・保育園
開放「遊んDay」
（こども園ましゅ
う／川湯保育園・
10:00 ～）

 『ママのリフレッ
シュ・デー』事前
申 し 込 み 必 要
（９:30 ～11:30）
 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（14:00 ～16:30）

 ひなたぼっこ開
放・年齢制限なし
（子育て支援セン
ター９:30 ～11:30
／ 14:00 ～16:30）

 おはなしはらっぱ
（図書館・13:00 ～
13:30）
 催キッチン「みちく
さ」（ 福 祉 セ ン
ター・11: 30 ～）

 ひなたぼっこ開放
（午前１～３歳児・
午後年齢制限な
し）子育て支援セ
ンター・９:30 ～
11:30 ／ 14:00 ～
16:30
 軽自動車税納期

ＱＲコードを読み取っておうちでいつでもかんたん納税
４月の町税などの納期限

 問い合わせ先／役場税務課 ☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。
　納め忘れのないようにしましょう。

▶軽自動車税／４月30日㈫
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火事と救急は１１９番火火火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・弟弟弟子屈消防署・川湯支弟子弟弟弟弟弟子弟子子屈消屈消消防署防署署・・川湯川湯支支署湯支署署支署
火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署

E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災 １件
救　急 90件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

令和６年３月７日までの出動件数

対
つし

馬
ま

陸
りく

斗
と

くん

　春の火災予防運動期間中は、町内
全域を対象に広報車両による巡回広
報や町内放送を実施します‼ 

運動期間／4月20日㈯～30日㈫ ～全国統一防火標語～

火を消して　不安を消して　つなぐ未来火を消して　不安を消して　つなぐ未来

令和６年　春の火災予防運動

　春先は空気が乾燥し、強い風が吹くことがあるため、ひとたび火災が発生すると
被害が大きくなる可能性があります。火災によって大切な命や財産が奪われること
のないよう、一人ひとりが防火意識を高め、火災のない安心安全なまちを目指しま
しょう。火災が発生した際に、迅速に感知する住宅用火災警報器や初期消火に使用
する消火器の点検を日頃から行いましょう。

・寝タバコは絶対にやめる
・ストーブは燃えやすい物から離れた位置で使用する
・ガスコンロなどのそばを離れる時は、必ず火を消す

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
・寝具や衣類、カーテンからの火災を防ぐために、防炎物品を使用する
・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
・お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

住警器を
設置しよう

３つの
習慣

４つの
対策

住宅防火 いのちを守る ７つの７つのポイントポイント －３つの習慣・４つの対策－
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